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晶存ば

○

年
々
深
刻
化
す
る
駐
車
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
、
市
で

は
平
成
2
年
8
月
に
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
「
船
橋
市

駐
車
問
題
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
様
々
な
施
策
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
程
、
平
成
1
7
年
（
2
0
0
5

年
）
を
目
標
に
、
昨
年
4
月
に
都
市
計
画
決
定
し
た
J
R

船
橋
駅
・
西
船
橋
駅
周
辺
の
駐
車
場
整
備
地
区
の
「
駐
車

場
整
備
計
画
」
と
、
市
全
体
の
「
駐
車
施
設
整
備
に
関
す

る
基
本
計
画
」
を
策
定
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
基

づ
き
、
積
極
的
に
駐
車
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○

平
成
1
7
年
ま
で
に
1
6
0
0

台
分
の
整
備
を
目
標

市
で
は
昨
年
4
月
、
－
R
船
橋

駅
周
辺
と
西
船
橋
駅
周
辺
の
2
地

区
（
右
下
図
）
を
、
駐
車
場
整
備

地
区
と
し
て
都
市
計
画
決
定
。
地

区
内
で
は
駐
車
場
の
附
置
義
務
条

例
が
適
用
さ
れ
一
定
規
模
以
上
の

建
築
物
の
新
築
等
を
行
う
場
合
に
、

適
正
な
駐
車
場
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
る
な
ど
、
駅
周
辺
の
駐
車

場
確
保
を
止
め
て
い
ま
す
。

今
回
策
定
し
た
駐
車
場
整
備
計

画
は
、
こ
れ
ら
2
地
区
に
お
け
る

将
来
の
駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用

で
き
る
駐
車
場
（
路
外
駐
車
場
）

を
、
長
期
的
に
整
備
し
よ
う
と
い

う
も
の
。
こ
の
よ
う
な
計
画
の
策

定
は
、
首
都
圏
で
は
船
橋
市
が
初

め
て
で
す
。

現
在
、
両
地
区
合
わ
せ
て
約
4

5
0
0
台
分
の
駐
車
場
が
あ
る
も

の
の
、
1
2
年
後
に
は
約
1
6
0
0

台
分
が
不
足
す
る
と
算
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
す
で
に
、
－
R
船
橋
駅

周
辺
地
区
で
は
、
5
6
3
台
を
収

容
で
き
る
地
下
駐
車
場
（
－
R
船

橋
駅
北
口
）
や
、
1
2
6
台
を
収

駐車場整備地区

車成嫁
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容
で
き
る
立
体
駐
車
場
（
本
町
2

丁
目
）
が
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
本
町
地
区
に
さ
ら
に
1
か

所
、
民
間
に
よ
る
路
外
駐
車
場
の

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
建
設
資
金
の
助

成
（
後
述
）
に
よ
り
、
民
間
駐
車

場
の
建
設
を
促
進
す
る
ほ
か
、
休

日
は
利
用
し
な
い
事
務
所
の
駐
車

場
を
買
い
物
客
な
ど
へ
開
放
す
る

よ
う
お
願
い
す
る
な
ど
、
市
と
民

間
で
力
を
合
わ
せ
て
、
駐
車
場
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「
整
備
計
画
」
は

市
役
所
9
階
総
合
交
通
対
策
課
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

駐
車
場
建
設
資
金
利
子

補
給
制
度
が
ス
タ
1
卜

駐
車
場
整
備
地
区
内
に
駐
車
場

を
新
設
ま
た
は
、
増
築
す
る
時
に

必
要
な
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
借

り
入
れ
た
場
合
、
そ
の
利
子
の
一

部
を
補
給
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

の
は
、
自
動
車
の
収
容
台
数
が
2
0

台
以
上
で
、
構
造
が
立
体
式
か
機

械
式
の
駐
車
場
で
す
。
た
だ
し
、

附
置
義
務
条
例
や
宅
地
開
発
要
綱

の
規
定
に
基
づ
き
設
置
す
る
駐
車

場
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
駐
車
場
法
の
規
定
に
よ
る
届
出

駐
車
場
（
駐
車
面
積
が
5
∩
X
U
平

方
㍍
以
上
の
時
間
貸
し
駐
車
場
）

利
子
補
給
率
年
2
・
5
㌫
　
補
給

期
間
1
0
年
以
内
　
限
度
額
2
億
円

以
内

○
そ
の
他
の
駐
車
場
　
利
子
補
給

率
年
2
・
0
㌫
　
補
給
期
間
7
年

以
内
　
限
度
額
8
0
0
0
万
円
以
内

ご利用ください

高齢者のための

新しい福祉サービス

㊥ 老人福祉課 ℡⑯ 2 3 5 4

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
、
市

で
は
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
次
の

事
業
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
台
数
に
制
限
が
あ
る
と
と
も

に
、
所
得
税
額
に
応
じ
て
費
用

負
担
が
あ
り
ま
す

駐
車
施
設
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画

J
R
津
田
沼
駅
・
新
京
成
北
習
志
野
駅

周
辺
も
駐
車
場
整
備
の
推
進
地
区
に

道路の両端に並んだ違法
駐車の列。“めいわく駐
車をしない・させない環
境づくり’’をこれからも
進めていきます

（船橋駅前通りで）

市
の
中
心
市
街
地
や
駅
周
辺
の

道
路
で
は
路
上
駐
車
が
絶
え
ず
、

ま
た
住
宅
地
で
も
大
規
模
団
地
な

ど
の
周
辺
で
は
、
決
め
ら
れ
た
場

所
以
外
の
道
路
に
駐
車
し
て
、
緊

急
車
両
の
通
行
を
妨
げ
て
い
る
ほ

か
、
交
通
事
故
や
交
通
渋
滞
の
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
、
市
域
全
体
を
商
業

地
と
住
宅
地
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
駐
車
場
や
自
動
車
の
保
管
場

所
（
車
庫
）
等
の
計
画
的
な
整
備
、

違
法
駐
車
の
取
り
締
ま
り
の
強

化
や
め
い
わ
く
駐
車
追
放
の
た

め
の
啓
発
活
動
等
に
つ
い
て
、
異

体
的
な
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
駐
車
施
設
の
整

備
を
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
地
区

と
し
て
、
①
1
R
船
橋
駅
周
辺

②
－
R
西
船
橋
駅
周
辺
　
③
1
R

津
田
沼
駅
周
辺
　
④
新
京
成
北
習

志
野
駅
周
辺
の
4
地
区
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
の
貸
し
出
し

を
、
1
0
月
か
ら
対
象
を
拡
大
し

て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
装
置
は
、
急
に
体
の
具

合
が
悪
く
な
っ
た
時
、
ペ
ン
ダ

ン
ト
型
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け

で
、
消
防
局
に
救
助
を
求
め
る

通
報
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
貌

在
使
っ
て
い
る
電
話
器
に
取
り

付
け
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
病
弱
で
安
否

確
認
の
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
み
に
、
緊
急
通
報

装
置
付
き
の
福
祉
電
話
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

（
対
象
）
0
6
5
歳
以
上
の
虚
弱

な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
　
0
6
5

歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
で
、
い
ず

れ
か
が
ね
た
き
り
状
態
の
人

○
そ
の
他
、
特
に
必
要
性
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人

白
内
障
の
手
術
を
し
た
高
齢

者
が
、
視
力
回
復
の
た
め
に
必

要
と
す
る
特
殊
眼
鏡
、
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ン
ズ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
は
こ
れ
に
加
え
て
、
人
工
水

晶
体
を
装
着
し
た
人
が
、
視
力

矯
正
の
補
助
と
し
て
使
用
す
る

眼
鏡
の
う
ち
医
師
が
必
要
と
認

め
る
補
助
眼
鏡
に
つ
い
て
も
、

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
に
介
助
を
要
す
る

高
齢
者
（
6
5
歳
以
上
）
や
心
身

に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
、

浴
室
や
ト
イ
レ
な
ど
を
改
造
し

て
住
宅
の
整
備
を
す
る
場
合
、

そ
の
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付

け
て
い
ま
す
（
新
築
・
借
家
は

除
く
）
。

対
象
者
は
、
高
齢
者
等
と
同

居
し
て
い
る
か
、
同
居
し
よ
う

と
す
る
人
で
、
貸
付
限
度
額
は

5
0
0
万
円
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
老
人
保
健
福
祉

計
画
の
作
成
や
老
人
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新

し
い
高
齢
者
福
祉
施
設
「
ケ
ア
・

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

に
向
け
て
、
姉
妹
都
市
デ
ン
マ

ー
ク
・
オ
ー
デ
ン
セ
市
と
共
同

研
究
を
行
う
計
画
も
あ
り
ま
す
。

▼
お
と
し
よ
り
の
福
祉
ガ
イ
ド

こ
の
小
冊
子
は
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

概
要
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

老
人
福
祉
課
、
各
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
・
出
張
所
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▼
敬
老
記
念
品

市
で
は
「
敬
老
の
日
」
を
記

念
し
て
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

6
5
歳
以
上
（
平
成
5
年
1
2
月
3
1

日
ま
で
に
達
す
る
人
を
含
む
）

の
人
に
、
記
念
品
を
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
町
会
・
自
治
会
に

未
加
入
で
該
当
す
る
方
に
は
、

老
人
福
祉
課
で
交
付
し
ま
す
。

㊥
璃
鵬
は
硝
用

4
8
0
0
人
に
聞
い
た
「
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
」
…
…
…
（
2
面
）

田遥畏N憲S。詫琵霊轡桶は警9月26日′輯錯豊霊4刀齢語呂E笠監36書㌔1苦

…㍗

蔓

迂

き

き

蔓

童

蔓

聾

賢



（2）仙β001993年（平成5年）9月15日

者
査調

齢
ズ

高
二

老
人
保
健
福
祉
計
画
の
作
成
に
向
け
て

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
期
待
高齢化社会

㊥対　策　室
℡⑯2337

昨
年
1
0
月
、
一
般
の
高
齢
者
と
在
宅
療
養
者
（
ね
た
き

り
等
の
方
）
を
対
象
に
、
「
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
現
在
市
が
作
成
中
の

「
船
橋
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
の
高
齢
者

4
3
1
4
人
に
聞
き
ま
し
た

高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
I
は
、
住

民
基
本
台
帳
か
ら
6
5
歳
以
上
の
高

齢
者
を
1
0
㌫
無
作
為
に
選
び
お
聞

き
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
4
3
1

4
人
。
有
効
回
答
率
は
約
9
3
㌫
で
、

4

0

1

4

人

（

男

1

7

5

9

人

、

女
2
1
9
0
人
、
不
明
6
5
人
）
の

方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
世
帯
同
居
が
過
半
数

家
族
構
成
は
、
「
2
世
帯
同
居
」

が
約
5
4
㌫
、
「
高
齢
老
夫
婦
の
み
」

が
約
3
2
㌫
、
「
ひ
と
り
暮
ら
し
」

が
約
1
1
㌫
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

の
割
合
は
、
男
性
（
約
6
㌫
）
よ

り
も
女
性
（
約
1
5
㌫
）
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

持
ち
家
率
は
8
割
以
上

全
体
的
に
持
ち
家
の
割
合
が
高

い
の
で
す
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

人
に
つ
い
て
は
持
ち
家
率
が
低
く
、

代
わ
っ
て
「
民
間
の
借
家
」
　
「
間

借
り
」
と
い
う
答
え
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
（
表
1
参
照
）

9

割

が

ほ

ぼ

健

康

「
大
変
健
康
」
約
9
㌫
、
「
大

し
た
病
気
・
障
害
も
な
く
、
日
常

生
活
は
普
通
」
約
4
5
㌫
、
「
何
ら

か
の
病
気
や
障
害
な
ど
は
あ
る
が
、

日
常
生
活
は
自
分
で
で
き
、
外
出
も

一
人
で
で
き
る
」
約
3
6
㌫
を
合
わ
せ

る
と
、
約
9
割
の
人
が
ほ
ぼ
健
康

で
、
日
常
生
活
に
は
支
障
が
な
い

と
答
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
外
出

に
介
助
が
必
要
な
人
は
約
6
㌫
、

ね
た
き
り
状
態
の
人
は
約
2
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

3
分
の
2
が
在
宅
介
護
希
望

将
来
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
介
護
を
望
む
か

と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
「
自

宅
で
家
族
に
介
護
し
て
も
ら
う
」

が
約
4
0
㌫
、
「
自
宅
で
公
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
」
が
約
2
4
㌫
、

「
自
宅
で
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
」
が
約
2
㌫
、
「
老
人
ホ

ー
ム
や
病
院
に
入
る
」
が
約
2
0
㌫

で
、
約
6
6
㌫
が
在
宅
介
護
を
希
望

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

在
宅
の
ね
た
き
り
等
の

療
養
者
に
聞
き
ま

高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
Ⅲ
は
、
6
5

歳
以
上
の
在
宅
療
養
者
5
1
4
人

に
伺
っ
た
も
の
で
す
。
有
効
回
答

率
は
8
1
・
5
㌫
で
4
1
9
人
か
ら

回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ね
た
き
り
等
に
な
っ
て
平
均
6

年
、
原
因
の
ト
ッ
プ
は
脳
卒
中

ね
た
き
り
や
痴
ほ
う
に
な
っ
て

か
ら
の
期
間
は
、
平
均
す
る
と
約

6
年
。
「
3
年
以
上
5
年
未
満
」
約

2
1
㌫
、
「
5
年
以
上
1
0
年
未
満
」

約
2
9
㌫
と
、
か
な
り
長
期
に
わ
た

っ
て
お
り
、
「
1
0
年
以
上
」
も
約

1
8
㌫
に
上
り
ま
す
。

原
因
は
、
約
半
数
が
脳
血
管
障

害
（
脳
卒
中
）
で
、
老
衰
（
約
1
4

㌫
）
、
高
血
圧
症
（
同
）
な
ど
と

続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い

保
健
婦
の
「
家
庭
訪
問
指
導
」

市
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
現
在

の
利
用
状
況
と
、
こ
れ
か
ら
の
利

老
人
保
健
福
祉
計
画

今
後
、
急
速
に
進
行
す
る
人

口
の
高
齢
化
に
伴
い
、
ね
た
き

り
や
痴
ほ
う
症
な
ど
で
介
護
を

必
要
と
す
る
方
が
増
加
す
る
反

面
、
こ
れ
ら
の
万
々
を
享
見
る

家
族
の
介
護
力
の
低
下
等
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
規
在
、
「
老
人
保
健
福
祉

計
画
」
の
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
。こ

の
計
画
は
、
老
人
保
健
福

祉
行
政
の
推
進
に
当
た
り
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問

看
護
指
導
、
健
康
診
杏
な
ど
、

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
な
ど
を
計
画
的
に
整
備
し
て

い
く
も
の
。
平
成
6
年
度
か
ら

1
1
年
度
を
昌
標
年
度
と
し
て
い

ま
す
。

ス
　
ポ

ト

．
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．
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．
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。

　

A

I

　

ノ

．
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用
意
向
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
は
、

表
2
の
と
お
り
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
保
健
婦
な

ど
に
よ
る
「
家
庭
訪
問
指
導
」
を

利
用
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
か
ら

も
大
い
に
利
用
し
た
い
と
答
え
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
利
用
し

た
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
「
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
」
約
5
7
㌫
、
「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
」
約
3
9
㌫
な
ど
が
挙

表1　家族構成別住居形態

持 公 の 公 民 給 闇

ち
営

住

賃 社
貨 ・
住 〈

闇
の
借

与

住
借

家 宅 二ムヽ
宅 団

自
家 宅 リ

（％） （％） （％） （％） （％） （％）

全　　 体 8 1．7 1 ．5 4 ．7 5 ．2 0 ．8 2 ．8

単身世帯 6 0 ．6 3 ．0 9 ．2 12 ．4 12 ．8

本人と配偶者の みせ帯 79 ．9 2 ．5 6 ．3 6 ．1 0 ．4 2 ．5

本人と配偶者以 外の高

齢者のみ世帯
86 ．4 1 ．5 1．5 4 ．5 1 ．5 4 ．5

その他の同居世帯 87 ．4 0 ．6 3 ．0 3 ．0 1 ．3 0 ．9

表2　保健福祉サービスの利用状況と利用意向

現 在のサー ビス利 用状況 （％） 今後 利用 したいサ ービス （％）

利用してい
る又はこの
1年以内に

利用したこ
とがある

知っている

が利用して

いない

知らない
今後利用し

たい

利用したく

ない
わからない

ねたきり老人等の家庭に行って、

介護や家事のお手伝いをする 「ホ

ームヘルパー」

9 ．3 7 9 ．7 1 0 ．7 3 9 ．1 3 4 ．4 2 6 ．5

特別養護老人ホーム等で 1週間

程度ねたきり老人等をお預りす

る 「ショー トステイ」

1 9 ．1 6 9 ．9 1 1 ．0 5 7 ．0 2 4 ．1 1 8 ．6

日中、デイサービスセンターや

特別養護老人ホームなどに過っ

て受ける 「デイサービス」

6 ．4 6 7 ．5 2 6 ．0 2 4 ．8 4 5 ．8 2 9 ．4

身体障害者福祉センターで行わ

れる 「機能回復訓練」
1 ．0 5 5 ．4 4 3 ．0 1 4 ．1 5 1 ．8 3 3 ．9

市の保健婦などの 「家庭訪問指

導」
9 8 ．1 1 ．9 0 9 6 ．7 1 ．4 1 ，9

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
し
て
い
る
の
は

配
偶
者
又
は
同
居
の
子
ど
も

主
と
し
て
介
護
に
あ
た
っ
て
い

る
の
は
、
「
配
偶
者
」
約
3
7
㌫
、

「
同
居
の
子
ど
も
」
盈
群
、
「
子

ど
も
の
配
偶
者
」
約
2
4
㌫
。
男
性

は
配
偶
者
（
約
6
4
㌫
）
に
、
女
性

は
子
ど
も
又
は
子
ど
も
の
配
偶
者

（
約
7
1
㌫
）
に
介
護
さ
れ
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
者
の
9
割
が
在
宅

介
護
を
続
け
た
い
と
回
答

介
護
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
介
護
し
て
い
き

た
い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
複
数

回
答
）
、
「
自
宅
で
家
族
な
ど
だ
け

で
介
護
し
た
い
」
が
約
3
0
㌫
、
「
自

宅
で
保
健
婦
な
ど
の
訪
問
指
導
を

受
け
て
家
族
で
介
護
し
た
い
」

が
約
5
5
㌫
、
「
自
宅
で
家
族
等
の
介

護
の
は
か
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
活
用
し
た
い
」

が
約
4
2
㌫
。
「
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
等
に
入
所

さ
せ
た
い
」
と
答
え
た
約
1
0
㌫
を

除
く
9
割
が
在
宅
介
護
を
続
け

る
意
向
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
保

健
婦
の
訪
問
指
導
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
、
介
護
を
専
門
的
に
指

導
し
た
り
、
介
護
者
の
負
担
を
和

ら
げ
た
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

中
学
校
ナ
イ
タ
ー
使
用

抽
せ
ん
会
（
1
0
月
分
）

0
日
時
9
月
2
1
日
㈹
午
後
7
時

～
　
会
場
体
育
施
設
管
理
事
務

所
2
階
　
持
ち
物
登
録
証
、
使

用
料
　
問
合
せ
社
会
体
育
課
含

⑮

2

9

1

2

へ

秋
季
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

0
日
時
9
月
2
6
日
㈲
午
前
9
時

～
午
後
4
時
　
会
場
運
動
公
園

体
育
館
　
種
目
・
対
象
①
混
合

8
2
0
歳
以
上
の
男
性
1
人
を
含

む
4
～
6
人
の
チ
ー
ム
　
②
レ

デ
ィ
ー
ス
8
2
0
歳
以
上
の
女
性

4
～
6
人
の
チ
ー
ム
　
申
込
み

9
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
、
市
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
・
江
口
き
⑫
6

5

6

0

へ

甲
ふ
な
ば
し
海
浜
公
国

デ
ニ
ス
大
会
レ
・
ザ
ミ
杯

口
種
目
・
日
程
①
女
子
ダ
ブ
ル

ス
初
級
⑪
1
0
月
2
8
日
㈹
、
2
9
日

働
　
②
女
手
ダ
ブ
ル
ス
オ
ー
プ

ン
⑪
1
0
月
2
9
日
㈱
　
③
ミ
ッ
ク

ス
ダ
ブ
ル
ス
8
1
0
月
3
0
日
興

3
1
日
㈲
　
会
場
海
浜
公
薗
　
対

象
・
定
員
①
過
去
3
年
間
桑
名

杯
で
3
回
戦
ま
で
進
出
し
た
こ

と
が
な
く
、
レ
・
ザ
ミ
杯
初
級
で

も
入
賞
し
た
こ
と
が
な
い
人
・

先
着
6
4
組
②
だ
れ
で
も
可
・
先

着
4
8
組
③
だ
れ
で
も
可
・
先
着

6

4

組

　

参

加

費

一

組

5

0

0

0

円
　
申
込
み
1
0
月
7
日
㈱
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
幸
に

参
加
種
目
、
二
人
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
テ
ニ
ス
歴
・

所
属
ク
ラ
ブ
名
を
書
い
て
、
㈲

船
橋
市
公
園
協
会
レ
・
ザ
ミ
杯

係
（
〒
2
7
3
潮
見
呵
4
0
か
⑮
0
8

2

8

）

　

へ

※
申
し
込
み
後
の
パ
ー
ト
ナ
ー

の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん

婦
人
水
泳
教
室

口
日
時
1
0
月
1
日
～
2
7
日
午
前

1
0
時
～
正
午
　
会
場
国
家
公
務

員
船
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
（
行
田

2
）
　
対
象
市
内
在
住
、
在
勤

で
健
康
な
人
　
コ
ー
ス
・
定
員

㈹
8
初
心
者
㈱
（
5
0
歳
以
下
）
、

㈲
（
5
0
歳
～
6
5
歳
）
先
着
各
3
0
人
、

㈱
⑪
中
級
者
（
約
2
0
m
泳
げ
る

人
）
先
着
3
0
人
、
㈱
8
上
級
者

（
3
種
目
2
5
m
泳
げ
る
人
）
先

着
1
0
人
　
費
用
㈹
、
㈱
⑪
3
7

5

0

円

、

㈲

⑪

5

0

0

0

円

申
込
み
同
セ
ン
タ
ー
き
⑳
1
3

0
1
へ
　
※
㈲
休
館

市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

0

日

時

1

0

月

1

5

日

～

1

1

月

2

6

日

毎
週
働
午
前
1
0
時
～
正
午
（
7

回
）
　
会
場
船
橋
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
レ
ン
ジ
（
滝
台
1
）
　
対
象
市

内
在
住
の
人
※
子
ど
も
連
れ
、

ク
ラ
ブ
所
属
者
は
不
可
　
定
員

2
5
人
（
多
数
は
抽
せ
ん
）
　
善

用
6
0
0
0
円
（
会
場
・
器
具

使
用
料
、
保
険
料
）
　
申
込
み

9
月
2
9
日
㈱
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
幸
に
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

教
室
名
を
書
い
て
、
社
会
体
育

課
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
係
（
〒

2

7

3

湊

町

2

～

1

0

～

2

5

き

⑬

2

9

（遍画）9月15日㈱～27日（月）（套直）西武デパート10階

（頭重重〕産業まつり実行委員会℡⑯2473へ（商工振興課）

この夏、市内各会場で行われた

産業まつりを撮影した写真展です

1

3

）

　

へ

「
S
F
に
見
る
古
代
王
朝
」

講
師
・
豊
田
有
情
氏

□
日
時
1
0
月
3
0
日
出
午
後
2
時

～
3
時
3
0
分
　
会
場
二
和
公
民

館
　
講
師
豊
田
有
恒
氏
（
S
F

作
家
）
　
定
員
先
着
3
5
0
人

申
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
二
人
1

枚
）
　
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
書
い
て
西
図
書
館
（
〒
関

西

船

4

～

1

2

～

1

8

き

㊥

4

3

8

5
）
　
へ
　
※
問
い
合
わ
せ
は
お

近
く
の
各
図
書
館
へ
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自転車等駐車場の

利用者を追加募

市
で
は
駅
前
の
放
置
自
転
車
を

な
く
す
た
め
、
自
転
車
等
駐
車
場

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、

空
き
の
で
き
た
駐
車
場
で
、
次
の

と
お
り
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
き
る
人
住
居
や
勤
務
先
な
ど
が
、

利
用
す
る
駅
か
ら
お
お
む
ね
8
0

0
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
通
勤
・
通

第
7
5
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
で

見
事
ベ
ス
ト
4
に
連
出
し
た
市
船
野
球
部

市
長
と
語
る
－
－
今
回
は
、
夏

の
甲
子
園
初
出
場
で
公
立
校
と
し

て
唯
一
ベ
ス
ト
4
入
り
し
た
、
市

船
野
球
部
小
林
徹
監
督
と
加
瀬
弘

明
部
長
を
お
招
き
し
、
そ
の
戦
い

を
振
り
返
っ
て
大
橋
和
夫
市
長
と

語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
近
畿
勢
に
負
け
な
い
大
応

援
団
に
励
ま
さ
れ
て
（
小
林
）

市
長
　
ベ
ス
ト
4
進
出
を
市
民
も

本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。
私
も
、

仕
事
の
関
係
で
な
か
な
か
行
け
な

か
っ
た
ん
で
す
が
、
準
々
決
勝
・

準
決
勝
と
甲
子
園
で
応
援
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
初
め
て
女
房
も

甲
子
園
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
し
、

市
船
の
校
歌
を
聞
い
て
ジ
ー
ン
と

し
ま
し
た
。

小
林
　
準
々
決
勝
か
ら
は
京
都
西
、

育
英
（
兵
庫
）
と
地
元
近
畿
勢
が

対
戦
相
手
で
し
た
が
、
負
け
な
い

く
ら
い
の
大
応
援
団
で
、
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

市
長
　
二
人
は
1
3
年
前
に
市
立
習

志
野
高
校
で
、
小
林
さ
ん
は
エ
ー

ス
で
四
番
打
者
、
加
瀬
さ
ん
は
主

シ

ョ

ー

ト

将
で
一
番
・
遊
撃
手
と
し
て
甲
子

園
に
出
場
し
て
い
ま
す
ね
。
久
し

ぶ
り
の
夏
の
甲
子
園
は
ど
う
で
し

た
か
。

小
林
　
選
手
の
ほ
う
が
楽
だ
な
あ

ー
と
恩
い
ま
し
た
開
。

加
瀬
　
今
年
の
選
抜
で
も
行
き
ま

し
た
が
、
生
徒
た
ち
に
は
夏
の
大

会
が
あ
る
意
味
で
は
本
当
の
実
力

を
出
せ
る
場
だ
か
ら
と
言
っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
春
と
は
違
っ
た
感

激
が
あ
り
ま
し
た
。
甲
子
園
の
常

も
選
抜
の
時
は
茶
色
で
し
た
が
、

今
回
は
緑
で
し
た
し
…
。

学
者
で
、
現
在
ほ
か
の
駐
車
場
を

利
用
し
て
い
な
い
人
　
利
用
期
間

1
0
月
～
6
年
3
月
3
1
日
　
整
理
料

金
　
（
1
0
月
～
6
年
3
月
）
　
○
屋
根

付
き
8
一
般
2
9
0
0
円
、
高
校

生
以
下
1
4
0
0
円
　
○
屋
根
無

し
8
一
般
2
3
0
0
円
、
高
校
生

以
下
1
1
0
0
円
※
料
金
に
は
消

費
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
市
外
の

人
は
2
倍
の
額
で
す
　
申
込
み
市

役
所
、
各
出
張
所
・
連
絡
所
、
当

該
駐
車
場
で
申
請
書
を
受
け
取
り
、

9
月
2
1
日
㈹
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
直
接
又
は
郵
送
で
交
通
安
全
対

策
課
へ
　
※
応
募
多
数
の
場
合
、

抽
せ
ん
の
う
え
結
果
を
連
絡
し
ま
す

駐　 車　 場

区　 分 台数

（台）
駐　 車　 場

区　 分 台数

（台）
自
転
車

原
付

自
転
車

原
付

船 橋 駅 第　 5 ○ 50 南　 船　 橋　 駅 ○ 500

東船 橋 厭第 1 ○ 50 新　 船　 橘　 駅 ○ 250

東船 橋 新第 2 （〕 50 塚　　 田　　 郡 ○ 250

東船 橋 厭第 3 ○ 30 高根木戸駅第 1 ○ 50

西船 橋 獣第 3 ○ 50 高根公団駅第 1 ○ 100

西船 橋 駅第 5 ○ 150 高根公団新第 4 ○ 250

西船 橋 駅第 8 ○ 500 三　　 嘆　　 新 ○ 200

ク ○ 300 二和向台針第 2 ○ 30

西船 橋獣 第 9 ○ 100 二和向台厭第 3 ○ 600

ク ○ 70 小　　 室　　 厭 ○ 1，100

原木中山新第 1 ○ 50 ク ○ 100

原木中山駅第 2 ○ 30 津 田沼 新 第 1 ○ 100

下 総 中 山 駅 ○ 800 津 田 沼駅 第 2 ○ 70

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

市
営
馬
込
霊
堂
（
納
骨

0
募
集
期
間
1
0
月
4
日
㈲
か
ら
随

時
（
定
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

募
集
数
ロ
ッ
カ
ー
式
約
8
0
0
基

使
用
料
年
4
1
2
0
円
（
税
込
み
）

申
請
資
格
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
人
①
市
内
に
1
年
以

上
在
住
し
、
住
民
登
録
し
て
い
る

②
祭
祀
を
主
宰
す
る
（
配
偶
者
、
長

男
等
）
③
1
度
も
埋
葬
・
収
蔵
し
た

こ
と
の
な
い
焼
骨
を
持
っ
て
い
る

申
請
書
類
○
申
請
者
の
住
民
票
（
世

帯
全
員
の
本
籍
・
続
柄
の
記
載
が

あ
る
も
の
）
　
○
戸
籍
謄
本
（
死
亡

記
載
が
あ
り
申
請
者
と
の
続
柄
が

わ
か
る
も
の
）
　
○
死
体
埋
火
葬

許
可
証
（
原
本
）
　
○
煩
骨
一
時
預

り
証
明
書
（
煩
骨
を
一
時
的
に
預

け
て
い
る
場
合
）
　
○
印
鑑
　
利
用

上
の
注
意
○
礼
拝
堂
は
法
要
等
で

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
　
○
納
骨

室
に
は
原
則
と
し
て
入
室
で
き
ま

せ
ん
　
○
墓
地
の
利
用
者
を
募
集

す
る
時
は
特
例
と
し
て
霊
堂
か
ら

の
申
請
を
認
め
ま
す
（
優
先
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
　
申
込
み
市
役
所

3
階
衛
生
課
へ
　
※
で
き
る
限
り

本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い

児童ホーム

脇

林瀬
　
弘

市
長
　
苦
、
県
の
教
育
長
を
や
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
何
回
か
甲
子

園
に
応
援
に
行
き
ま
し
た
し
、
亡

く
な
っ
た
銚
子
商
の
斎
藤
監
督
と

も
非
常
に
親
し
か
っ
た
ん
で
す
。

斎
藤
さ
ん
も
最
初
は
ひ
げ
を
そ
ら

な
か
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
縁
起
を
か

つ
い
で
い
た
ん
で
す
が
、
陪
和
4
9

年
に
全
国
優
勝
し
た
時
は
、
「
も

う
何
も
考
え
ず
に
守
り
に
徹
し
ま

す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

小
林
　
攻
撃
は
勢
い
に
の
っ
て
実

力
以
上
の
も
の
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
守
備
と
い
う
の
は
本

当
の
刀
だ
と
か
、
基
本
的
な
強
さ

だ
と
か
が
必
要
で
す
ね
。

市
長
　
小
笠
原
投
手
も
初
戦
の
三

本
松
（
酉
川
）
戦
は
本
当
に
い
い

ピ
ッ
チ
ン
グ
で
し
た
が
、
育
英
と

の
試
合
で
は
調
子
が
い
ま
一
つ
で

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、

応
援
し
な
が
ら
斎
藤
監
督
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
も
甲
子
園
で
す
べ
て

の
も
の
を
出
せ
ま
し
た
（
加
瀬
）

小
林
　
小
笠
原
を
は
じ
め
2
年
生

徹
さ
ん
（
監
督
）

明
さ
ん
蔀
長
）

が
多
い
チ
ー
ム
で
し
た
の
で
、
一

つ
歯
車
が
狂
う
と
自
分
で
歯
止
め

が
き
か
な
い
と
い
う
面
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
自
信
も
つ
け
た
で
し
ょ

う
け
れ
ど
、
反
省
す
べ
き
点
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
2
年
生
に

は
、
こ
れ
か
ら
1
年
間
の
練
習
の

課
題
が
で
き
ま
し
た
。

市
長
　
船
橋
に
帰
っ
て
き
て
駅
頭

で
も
大
歓
迎
で
し
た
し
、
市
役
所

で
報
告
会
も
や
り
ま
し
た
。

加
瀬
　
皆
さ
ん
に
「
お
め
で
と
う
」

と
言
っ
た
ら
い
い
の
か
、
「
残
念
だ

っ
た
ね
」
と
言
っ
た
ら
い
い
の
か
、

ど
っ
ち
か
教
え
て
と
よ
く
聞
か
れ

ま
し
た
。
我
々
と
し
て
は
、
生
徒
た

ち
も
甲
子
園
で
す
べ
て
の
も
の
を

出
せ
ま
し
た
の
で
、
「
お
め
で
と

う
、
よ
く
や
っ
た
」
と
言
わ
れ
た

ほ
う
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

市
長
　
私
な
ん
か
も
悔
し
い
と
思

っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん

箱
根
を
越
す
こ
ろ
に
な
っ
て
よ
く

や
っ
た
な
と
思
っ
て
…
閑
。
と
こ

ろ
で
、
二
人
は
両
船
に
先
生
と
し

て
赴
任
し
た
の
も
一
緒
で
す
ね
。

加
瀬
　
全
国
を
見
て
も
、
同
級
生

で
監
督
と
部
長
と
い
う
の
は
珍
し

い
で
し
ょ
う
ね
。
ま
た
、
そ
の
関

係
が
高
校
時
代
か
ら
続
い
て
い
る

の
も
。

小
林
　
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
監
督

は
、
作
戦
面
に
し
て
も
あ
る
程

度
一
人
で
進
め
る
こ
と
が
多
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
う
ち
の
場
合
は
野
球
を

知
っ
て
い
る
、
し
か
も
戦
術
的
な

部
分
で
も
す
ぐ
れ
た
も
の
を
持
っ

て
い
る
人
間
が
隣
に
い
ま
す
か
ら
、

非
常
に
心
強
い
で
す
。

強
い
少
年
野
球
の
伝
統
を
市
内

の
高
校
が
受
け
継
い
で
（
市
長
）

市
長
　
準
々
決
膵
の
京
都
西
戦
で

は
、
「
起
用
に
迷
っ
た
小
林
監
督
が

加
瀬
部
長
に
相
談
し
先
発
投
手
を

決
め
た
。
そ
の
中
山
投
手
が
強
力

打
線
を
5
安
打
に
抑
え
た
」
と
新

聞
に
も
出
て
い
ま
し
た
ね
。

小
林
　
迷
っ
た
時
で
も
助
言
以
上

の
も
の
が
期
待
で
き
ま
す
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
答
え
を
出
し
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

加
瀬
　
監
督
・
部
長
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
が
あ
り
ま
す
し
、
私
も
監
督

を
迷
わ
す
よ
う
な
助
言
は
し
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
長
い
付
き

合
い
の
中
で
横
か
ら
見
て
い
て
、

〝
欲
し
い
な
″
と
い
う
雰
囲
気
が
わ

か
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
時
に

は
助
言
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
つ
の
戦
い
を
す
る
の

に
二
人
の
将
が
い
て
は
お
か
し
な

方
向
に
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
の
で
、

生
徒
に
伝
え
る
時
は
監
督
か
ら
一

本
に
し
て
い
ま
す
。
二
人
の
時
は
、

あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い

と
や
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。

市
長
　
船
橋
は
苦
か
ら
少
年
野
球

で
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
高
校
生
に
な
る

と
〝
選
手
輸
出
国
〟
で
よ
そ
の
市
の

学
校
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら

1
2
年
前
に
市
長
に
就
任
し
た
時
に
、

半
分
く
ら
い
残
っ
て
く
れ
た
ら
必

ず
甲
子
園
に
出
ら
れ
ま
す
よ
と
言

っ
た
ん
で
す
。
今
年
の
千
葉
県
大

会
で
は
県
立
の
船
橋
芝
山
や
船
橋

法
典
も
大
活
躍
で
し
た
が
、
少
年

野
球
の
良
さ
を
市
内
の
高
校
が
受

け
継
ぐ
、
こ
う
い
う
い
い
伝
統
を

地
域
社
会
で
盛
り
た
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
林
・
加
瀬
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
ま
だ
先
が
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
選
手
の
皆
さ
ん

も
慢
心
せ
ず
に
自
分
の
才
能
を
伸

ば
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
野

球
王
国
千
葉
が
復
活
し
つ
つ
あ
る

と
思
っ
て
、
応
援
し
て
い
る
市
民
、

県
民
も
大
勢
い
ま
す
の
で
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

戯
洞
轡
鳳
甘
間
凹

▽
子
ど
も
に
学
ぶ
家
庭
教
育

9
月
2
2
日
㈱
午
前
1
1
時
～
1
1
時

4
5
分
／
家
庭
に
お
け
る
性
教
育

の
あ
り
方
／
乳
幼
児
を
も
つ

親
（
子
ど
も
連
れ
可
）
先
着
1
5

人
／
費
用
無
料
／
直
積
又
は
電

話
で
申
し
込
み

飽
弼
閤
胤
聞
㈲
回

▽
親
子
で
あ
そ
ぽ
う
　
9
月
2
2

日
㈱
午
前
1
0
時
～
1
1
時
／
わ
ら

べ
う
た
あ
そ
ぴ
、
ゲ
ー
ム
、
工

作
／
教
室
に
入
っ
て
い
な
い
幼

児
と
親
先
着
1
5
組
／
費
用
無
料

／
9
月
1
8
日
田
ま
で
に
申
し
込

み
（
電
話
可
）

き

⑳

5

0

8

7

▽
映
画
会
　
9
月
1
8
日
出
年
後

3
時
～
4
時
／
ご
ん
ぎ
つ
ね
、

二
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
／
幼
児

（
保
護
者
同
伴
）
以
上
／
費
用

無
料
／
当
日
自
由
参
加

▽
こ
ど
も
手
芸
　
9
月
2
6
日
㈲

午
前
1
0
時
～
正
午
／
バ
ン
プ
キ

ン
ド
ー
ル
／
小
学
生
以
上
先
着

2

0

人

／

費

用

2

0

0

円

／

9

月

2
4
日
㈱
ま
で
に
費
用
を
添
え
て

申
し
込
み

・
・
雷
0
－
1
十

▽
9
3
び
っ
く
り
博
覧
会
　
9
月

2
6
日
㈲
午
後
1
時
～
4
時
／
作

品
展
、
ぬ
リ
絵
、
工
作
ほ
か
／

費
用
無
料
／
う
わ
ば
き
持
参
／

当
日
自
由
参
加
※
作
品
を
展
示

し
た
い
人
は
9
月
1
6
日
㈹
～
2
2

日
㈱
ま
で
に
持
参

l
l
訂
－
8
8
⊥

▽
ち
び
っ
こ
ミ
ニ
運
動
会
　
9

月
2
9
日
㈱
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1

時
／
3
歳
以
上
先
着
親
子
5
0
組

／
費
用
一
人
1
0
0
円
／
9
月

2
2
日
㈱
ま
で
に
費
用
を
涼
え
て

申
し
込
み

∴
．
J
中
㌢
9
7
一

▽
こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
～
ぼ
く

だ
っ
て
ケ
ー
キ
が
好
き
だ
～

9
月
2
5
日
出
午
後
2
時
～
4
時

／
ケ
ー
キ
作
り
／
小
学
3
年
生

以
上
先
着
2
4
人
／
費
用
2
0
0

円
／
費
用
を
誘
え
て
申
し
込
み

．
：
　
引
7
3
冒
。
。
ノ

▽
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
　
9
月

1
8
日
田
午
後
2
時
～
4
時
／
小

学
2
年
生
以
上
5
チ
ー
ム
（
1

チ
ー
ム
6
人
、
一
人
で
参
加
も

可
）
／
9
月
1
7
日
胤
ま
で
に
申

し
込
み

㍉毎m郡㌫㌫盟豊川此浴脚隅競椚豊漁

J
R
船
橋
駅
北
口
◆
馬
込
霊
園

彼
岸
時
は
臨
時
バ
ス
を
こ
利
用
く
だ
さ
い

9
月
2
3
日
㈱
、
2
6
日
㈲
の
両

日
、
J
R
船
橋
駅
北
口
か
ら
馬

込
霊
園
行
き
の
臨
時
バ
ス
が
運

行
さ
れ
ま
す
。
彼
岸
中
は
道
路

が
混
雑
し
、
周
辺
の
方
の
迷
惑

に
な
り
ま
す
の
で
、
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

0
時
間
午
前
9
時
～
午
後
3
時

ご
ろ
の
間
に
随
時
　
乗
り
場
J

R
船
橋
駅
北
口
8
番
　
料
金
片

道
1
9
0
円
　
聞
合
せ
衛
生
課

き

⑲

2

4

0

3

へ

、

、

‥

…

言

いふ

ろ

鏑
親
離
招
施
し
ま
す

．

　

　

　

　

　

　

　

　

、

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

．

　

．

（車重）9月26日（日）、10月1日齢午前10時～午後4時（車重）市川市市民会館

（亘車）先着30人（車重を）市川市社会福祉協議会℡餌73⑭11日へ福祉とのふれあい入門教室
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伊
藤
自
潮
選

が
わ
ら

秋
碩
乙
れ
に
似
た
る
石
探
す

松
が
丘
1
　
福
田
　
　
明

山
新
贈
置
か
れ
し
杓
の
握
り
痕大

穴
南
2
　
奥
野
　
恭
子

山
穣
み
の
も
ろ
こ
し
一
本
剥
が
れ
あ
り

二
和
束
6
　
松
本
　
知
日
治

秋
す
で
に
大
鵬
了
会
釈
せ
り

海
神
4
　
久
米
な
る
を

へ
し
ぐ
．
り
L

明
や
裏
よ
り
奉
る
大
社

宮
本
1
　
船
橋
　
恒
雄

ひ

ま

わ

り

向

日

券

を

見

上

げ

る

春

に

愁

ひ

な

し

咲
が
丘
2
　
山
〓
ひ
と
え

あ

っ

け

な

く

敬

老

の

日

の

迫

ざ

に

け

り

松
が
丘
2
　
小
林
　
秋
翠

〔
選
評
〕
　
積
は
i
H
∫
原
に
同
じ
。
己
れ
は
己

れ
の
人
生
を
こ
め
て
い
る
の
だ
。
福
出
さ
ん
の

つ
ぶ
や
き
に
も
似
た
一
旬
。
奥
野
さ
ん
は
山
の

旅
で
の
旬
、
よ
く
観
察
し
て
い
る
。
松
本
さ
ん

も
旅
で
見
た
点
景
ら
し
い
。
見
た
も
の
を
し
っ

か
り
表
現
し
た
。
久
米
さ
ん
は
い
か
に
も
秋
の

到
来
を
思
わ
せ
る
旬
、
大
き
な
く
す
の
木
は
通

勤
の
道
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
船
橋
さ
ん
の
旬
の

神
社
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。
ひ
ぐ
ら
し
の
声
が
そ

の
大
き
さ
を
し
の
ば
せ
る
。
山
〓
さ
ん
の
は
ひ

ま
わ
り
の
花
に
負
け
な
い
前
向
き
の
句
。
小
林

さ
ん
は
し
み
じ
み
と
し
た
心
境
旬
。

1
0
月
1
0
日
・
体
育
の
日
は

船
橋
ス
ポ
ー
ツ
健
康
の
祭
典

（
選
者
の
紹
介
）
　
俳
人
協
会
評
議
員
。

1
0
月
1
0
日
体
育
の
H
に
、
運
動

公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
行
わ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
。
「
汁
一
平
さ

わ
や
か
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
今
年
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ご
家
族
や
お
友

達
と
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
リ
ー
一

空
き
缶
を
拾
い
な
が
ら
会
場
ま

で
、
市
内
ど
の
献
か
ら
も
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
に
参
加
で
き
ま
す
。

、
汗
一
平
ワ
ン
テ
ー
マ
上
手
′
一

天
沼
弁
天
池
公
園
か
ら
市
内
の

▼震度7の恐ろしさを知りました

元気いっぱいの3人は船橋学園女子高

校バトン部の2年生。部員35人で披露し

たステージは「あまり上手に踊れなくて

ちょっぴり残念」だったけれど、起震車

やはしご車にも乗って貴重な体験をしま

した。　　　　　（救急フェア会場で）

け
い
じ
檻

▽
合
気
道
無
料
講
習
会
　
9
月
2
3

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
／
武
道
セ

ン
タ
ー
／
常
野
合
㊥
6
5
6
6
へ

▽
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
　
9

▲緑が多くて子どもを育てるにも　　　ナ

いい環境ですね

「この公園は広びろとしているので毎

日来るんですよ」という萩原さんは船橋

に住んでもうすぐ1年。優しいママに見
10　き　あ

守られ、佑喜夫君（2歳7か月）ものび

のび遊びます。（高根木戸近隣公園で）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
　
㊥
℡
⑳
2
0
0
6

健
康
食
品
は
薬
抒
～
ク
ロ
レ
ラ
～

月
2
5
日
田
午
後
6
時
～
／
薬
円
台

公
民
館
／
会
費
1
0
0
0
円
／
青

木
含
⑰
4
4
6
8
へ

▽
コ
ー
ラ
ス
な
ら
し
の
第
2
固
演

奏
会
　
9
月
2
6
日
㈲
午
後
2
時
開

演
／
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
／
「
森

よ
光
よ
湖
よ
」
ほ
か
／
入
場
料
8

0

0

円

／

川

西

き

㊥

2

6

0

2

へ

▽
な
つ
か
し
い
日
本
の
う
た
を
歌

う
会
　
1
0
月
3
日
㈲
午
後
1
時
3
0

分
～
／
宮
本
公
民
館
／
秋
の
歌
を

生
演
奏
で
歌
う
／
会
費
1
0
0
0
円

／
船
橋
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
の
会
・

成
島
合
⑳
1
3
6
0
へ

▽
大
神
宮
子
ど
も
す
も
う
大
会

1
0
月
1
7
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
※

雨
天
時
は
2
4
日
㈲
／
船
橋
大
神
宮

境
内
／
小
学
3
～
6
年
生
／
団
体

戦
と
個
人
戦
／
1
0
月
2
日
田
ま
で

に
社
務
所
き
⑳
2
3
3
3
へ

▽
ふ
れ
あ
い
船
橋
歌
謡
グ
ラ
ン
プ

リ
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト
　
1
0
月

2
4
日
㈲
午
前
1
1
時
～
／
文
化
ホ
ー

ル
／
先
着
5
0
人
／
9
月
3
0
日
㈲
ま

で
に
申
し
込
み
／
詳
し
く
は
小
井

土

き

0

4

7

3

⑫

6

0

5

9

へ

名
勝
を
訪
ね
な
が
ら
、
北
習
志
野

近
隣
公
園
ま
で
歩
き
ま
す
。

′
楽
し
い
プ
ロ
グ
サ
ム

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
パ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

ペ
タ
ン
ク
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ

ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き

る
ほ
か
、
カ
ヌ
ー
、
ミ
ニ
S
L
、

フ
ワ
フ
ウ
コ
ア
ラ
、
一
輪
車
、
テ
ニ

ス
教
室
、
弓
道
教
室
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
、
救
急
コ
ー

ナ
ー
、
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
、
ハ

シ
コ
車
、
起
震
車
等
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

一
楽
し
い
写
真
コ
ン
テ
丸
l
U
ノ
、
l

当
日
汗
を
い
っ
ぱ
い
が
い
て
楽

し
ん
で
い
る
様
子
を
と
ら
え
た
写

真
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
優
秀
作

品
の
展
示
会
も
行
い
ま
す
。

′
′
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
募
集
ノ
ー

当
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し

て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

0
活
動
時
間
午
前
9
時
～
午
後
4

時
　
内
容
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
会

場
案
内
、
受
け
付
け
等

▼
育
児
サ
ー
ク
ル
　
集
会
、
会
報
、

回
覧
ノ
ー
ト
／
会
費
年
1
5
0
0

円
／
歪
き
⑲
6
5
2
5
㈲
へ

▼
在
宅
高
齢
者
介
護
　
協
力
会
員

及
び
利
用
会
員
／
詳
し
く
は
立
木

か

⑳

9

2

1

4

へ

▼
木
彫
り
　
毎
月
第
1
・
3
㈱
午
後

1
時
～
3
時
／
丸
山
公
民
館
／
入

会

金

1

0

0

0

円

／

会

費

月

1

5

0

0

円

／

杉

崎

き

⑳

1

3

8

4

へ

▼
茶
道
　
毎
月
3
回
㈹
午
後
1
時

～
4
時
／
丸
山
公
民
館
／
入
会
金

1

0

0

0

円

／

会

費

月

2

3

0

0

円
／
階
和
合
⑳
7
0
6
5
へ

▼
莱
道
　
毎
月
第
1
・
3
㈹
午
前

9
時
3
0
分
～
正
午
／
習
志
野
台
公

民
館
／
入
会
金
1
0
0
0
円
／
会

費
月
2
0
0
0
円
／
垣
花
き
㊥
6

1

3

1

へ

▼
手
編
み
　
毎
月
第
1
・
3
働
午

前
1
0
時
～
正
午
／
二
和
公
民
館
／

入
会
金
二
月
会
費
各
1
0
0
0
円

／
大
畑
寧
⑰
4
9
8
2
へ

▼
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
　
毎
月
第
2
・

4
㈱
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

／
宮
本
公
民
館
／
入
会
金
・
月
会

費
各
2
0
0
0
円
／
山
田
き
⑳
5

2

5

1

へ

▼
映
画
と
英
会
話
（
初
級
）
　
毎

週
㈹
午
前
／
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

／
会
費
月
2
8
0
0
円
／
磯
貝
き

0

4

7

3

⑮

4

4

5

9

へ

▼
リ
コ
ー
ダ
ー
　
毎
週
㈲
午
後
1

時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
／
中
央
公
民

館
ほ
か
／
入
会
金
1
0
0
0
円
／

会
費
月
4
0
0
0
円
／
神
山
含
0

4

7

3

⑲

6

3

8

0

へ

▼
5
0
代
か
ら
の
キ
ー
ボ
ー
ド
　
毎

月
2
回
㈹
午
前
1
1
時
～
正
午
／
伊

藤
楽
器
本
店
（
本
町
1
）
／
入
会

金

3

0

0

0

円

／

会

費

月

2

0

0

0

円

／

村

山

含

0

4

7

3

⑫

9

8

6

5

㈲

へ

▼
混
声
合
唱
　
毎
週
田
午
後
7
時

～
9
時
／
中
央
公
民
館
／
入
会
金

1

0

0

0

円

／

会

費

月

3

0

0

0

円
／
吉
日
寧
⑳
6
9
0
7
㈲
へ

▼
漢
詩
と
和
歌
の
吟
詠
　
毎
月
第

2
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

／
中
央
公
民
館
／
入
会
金
5
0
0

円
／
会
費
月
1
0
0
0
円
／
去

年

⑬

9

0

8

1

へ

▼
詩
吟
　
毎
月
第
2
～
4
㈲
午
前

1
0
時
～
（
初
心
者
）
、
午
後
1
時

～
（
中
級
）
、
午
後
2
時
3
0
分
～

（
上
級
）
／
中
央
公
民
館
／
会
費
月

1993年（平成5年）9月15日広報　晶（5）

（
事
例
）
普
段
か
ら
「
五
十
肩
、

神
経
痛
」
で
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

片

目

っ

ノ

T

へ

】

L

♪

′

「

一

7

　

／

　

〔

ノ

　

〃

．

7

　

コ

　

ノ

一

7

体
験
特
集
″
　
が
目
に
と
ま
っ
た
。

私
に
よ
く
似
た
症
状
の
人
が
、
ク

ロ
レ
ラ
を
飲
ん
で
体
調
が
よ
く
な

っ
た
と
の
こ
と
。
詳
細
を
知
り
た

く
て
電
話
を
す
る
と
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
訪
ね
て
来
て
、
「
体
調
が
悪

い
の
は
、
体
が
酸
性
に
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
ク
ロ
レ
ラ
を
長
期
間

飲
め
ば
ア
ル
カ
リ
性
に
変
わ
る
」

と
勧
め
ら
れ
、
1
年
分
一
3
8
万
円
一

の
契
約
を
し
た
。
指
示
さ
れ
た
通

り
飲
み
始
め
た
と
こ
ろ
、
2
～
3
日

目
か
ら
気
分
が
悪
く
な
り
、
1
週

間
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
下
痢
の
症

状
が
出
た
。
問
い
合
わ
せ
る
と
「
心

配
は
な
い
。
飲
み
続
け
な
け
れ
ば

体
質
は
改
善
さ
れ
な
い
」
と
言
わ

れ
た
が
不
安
で
あ
る
。

（
セ
ン
タ
ー
か
ら
）
健
康
に
不

ヒ
く
へ
ノ
．
ヘ
ノ
．
）
l
l
＼
ヽ
ノ
　
コ
　
I
ー
ー
一
人
ヽ
　
ト
ト
ゝ
R
コ
」

事
や
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
説
明
で
、

健
康
食
品
を
医
薬
品
と
勘
違
い
し

て
効
能
を
信
じ
て
い
る
人
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ク
ロ
レ
ラ
は

あ
く
ま
で
健
康
食
品
で
あ
り
、
「
体

質
改
善
」
　
「
病
気
が
治
る
」
と
い

っ
た
薬
品
的
効
果
の
裏
付
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
体
質
は

異
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
効

果
が
違
っ
て
く
る
の
で
す
。

事
例
の
場
合
、
体
質
に
合
わ
な

い
と
申
し
出
て
も
返
品
は
難
し
い

よ
う
で
す
。
一
度
に
過
量
の
購
入

を
し
た
り
、
行
き
過
ぎ
た
期
待
を

健
康
食
品
に
か
け
る
の
で
は
な
く
、

食
事
と
運
動
に
気
を
つ
け
て
規
則

正
し
い
生
活
を
し
た
い
も
の
で
す
。

園芸なん’：も百科⑤

株分け・植え付け

（）季節です
～秋の］入れ方法～

ヤ
ク
ヤ
ク
の
植
え
付
け
な
ど
に
も

最
適
で
す
。

シ
ャ
ク
ヤ
ク
・
ボ
タ
ン
の

上
　
手
　
な
育
　
て
　
方

1

．

．

T

r

ニ

ー

、

　

　

l

r

ヽ

．

′

　

l

－

3

4

一

l

ヽ

ノ

　

　

ノ

．

　

　

ヽ

1

．

、

ノ

ヤ
ク
ヤ
ク
は
、
4
～
5
年
に
1
回

株
分
け
や
植
え
替
え
が
必
要
で
す
、

＼
、
り
1

9
月
中
旬
ま
で
は
暑
さ
が
残
る

も
の
の
、
秋
の
彼
岸
を
境
に
朝
夕

の
気
温
は
め
っ
き
り
下
が
り
、
植

物
た
ち
に
は
過
ご
し
や
す
い
天
候

と
な
り
ま
す
。

こ
の
時
季
は
、
花
木
等
の
根
の

活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
の
で
、

夏
に
疲
れ
た
樹
勢
の
回
復
の
た
め

に
必
ず
肥
料
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ツ
バ
幸
や
サ
ザ
ン
カ
な
ど

の
常
緑
樹
の
植
え
付
け
を
は
じ
め
、

秋
ま
き
草
花
の
種
ま
き
、
秋
植
え

球
根
の
植
え
付
け
、
ボ
タ
ン
・
シ

〈株分け〉
シヤクヤクの植えかえ

深さ5口¶

軋瓜

制
御

／

．

元肥

堆肥バケツ半分　4～5芽を
1棟にする

花
芽
を
作
り
始
め
る
9
月
の
彼
岸

ご
ろ
か
ら
1
0
月
初
め
が
、
そ
の
適

李
で
す
。
株
分
け
は
、
根
が
5
～

6
本
に
芽
が
4
～
5
個
付
く
よ
う

に
分
け
て
植
え
付
け
ま
す
（
図
1
）
。
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ヽ
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、
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ノ

ヽ

地
温
が
下
が
る
1
0
月
ご
ろ
か
ら
盛

ん
に
新
根
を
伸
ば
し
ま
す
の
で
、

1
0
～
1
1
月
が
一
番
の
植
え
ど
き
で

す
。
春
に
植
え
る
と
、
十
分
根
を

張
れ
な
い
う
ち
に
夏
を
迎
え
、
著

し
く
樹
勢
を
損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。

ボ
タ
ン
の
苗
の
多
く
は
、
シ
ャ

ウ
ヤ
ク
台
に
つ
ぎ
木
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
つ
ぎ
ロ
部
分
が
3
～

4
セ
ン
チ
く
ら
い
隠
れ
る
程
度
に

土
を
か
け
て
植
え
付
け
、
そ
の
と

．
r
．
1
　
L
T
J
ヽ
L
P
．
－
ト
ー
L
n
U
J
．
′
二
L
P
一
　
ノ
　
こ
ヽ
「
　
　
ヽ
刀
H
J
u
l

4

0

0

円

／

森

吉

⑪

2

2

7

1

へ

▼
気
功
　
毎
週
㈲
午
後
6
時
～
8

時
／
薬
円
台
公
民
館
／
入
会
金
・

月
会
費
各
1
0
0
0
円
／
内
山
き

⑳

2

9

6

5

へ

▼
太
極
剣
　
毎
月
2
回
㈹
午
後
2

時
～
4
時
／
宮
本
公
民
館
／
入
会

金

1

0

0

0

円

／

会

費

3

か

月

1

5

0

0

円

／

鈴

木

含

⑮

2

5

1

5

㈲
へ

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
毎
週
働
午
前

1
0
時
～
1
日
時
／
北
習
志
野
近
隣
公

園
／
会
費
月
5
0
0
円
／
杉
山
合

◎

1

5

6

5

へ

▼
健
康
体
操
　
毎
週
㈱
午
後
7
時

2
0
分
～
8
時
4
0
分
／
新
高
棍
公
民

館
／
入
会
金
1
0
0
0
円
／
会
費

月
2
0
0
0
円
／
日
野
亭
⑮
3
3

0

9

へ

▼
リ
ズ
ム
体
操
　
毎
週
㈹
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
／
三
咲
公
民

館
／
入
会
金
・
月
会
費
各
2
0
0

0
円
／
徳
田
き
⑬
2
9
0
3
へ

再
刊
用
品

情
報
窓
口

○
ゆ
す
り
ま
す
　
洋
服
だ
ん
す
、

学
習
机
、
ソ
フ
ァ
、
ベ
ビ
ー
チ
エ

▽
高
石
と
も
や
・
自
然
を
語
る

1
0
月
9
日
田
午
後
1
時
～
／
会

場
新
高
棍
公
民
館
／
先
着
2
5

0
人
／
無
料
／
電
話
で
新
高
横

筋
⑳
4
9
4
4
、
東
部
寧
⑰
7

1
7
1
、
三
田
寧
⑫
2
9
6
1
、

習
志
野
台
寧
⑬
2
2
3
1
、
飯

山
満
き
⑳
4
3
1
1
、
薬
円
台

き
⑳
4
5
3
5
の
各
公
民
館
へ

申
し
込
み

、

・

J

苅

2

6

1

0

－

1

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ル
フ
教
室

1
0
月
5
日
～
1
1
月
3
0
日
毎
週
㈹

午
後
3
時
3
0
分
～
5
時
（
％
を

除
く
8
回
）
／
会
場
サ
ン
ラ
ン

ド
船
橋
（
山
手
1
）
／
女
性
初
心

者
1
5
人
（
多
数
は
抽
せ
ん
）
／

費

用

1

万

4

0

0

円

／

9

月

2

2

日
㈱
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
幸
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
公

民
館
（
〒
門
前
貝
塚
呵
6
0
1

～

1

）

へ

票

7

1

7

1

、

一

▽
ヨ
ー
ガ
教
室
　
9
月
2
9
日
～

1
2
月
1
日
毎
週
㈱
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
（
％
、
％
を
除
く
8

回
）
／
講
師
荒
谷
美
枝
子
氏
／

市
内
在
住
、
在
勤
の
人
先
着
2
0

人
／
無
料
／
電
話
で
申
し
込
み

▽
歴
史
探
訪
講
座
「
船
橋
お
遍

路
さ
ん
の
旅
し
　
日
程
・
内
容

左
表
／
午
前
9
時
公
民
館
発
～

午
後
3
時
現
地
解
散
（
1
0
月
5

日
の
み
午
前
1
0
時
～
正
午
）
／

市
内
在
住
、
在
勤
の
人
先
着
2
0

人
／
無
料
／
電
話
で
申
し
込
み

．
∵
．
‥
バ
、
“
、
且

▽
地
域
福
祉
講
座
　
日
程
・
内

容
左
表
／
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
／
講
師
安
田
陸
男
氏
（
元
毎

日
新
聞
記
者
）
は
が
／
先
着
4
0

人
／
無
料
／
直
接
又
は
電
話
で

申
し
込
み

∵
、
恒
2
且

▽
第
8
回
た
の
し
い
歌
の
つ
ど

い
　
1
0
月
2
日
田
午
後
2
時
～

／
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
で

童
謡
、
唱
歌
、
世
界
の
民
謡
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
等
を
歌
う
／

無
料
／
当
日
自
由
参
加

腎

開

田

▽
文
学
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
～
金
沢

文
庫
か
ら
鎌
倉
へ
～
　
1
0
月
1
4

日
㈱
午
前
8
時
4
5
分
J
R
船
橋

厭
さ
ざ
ん
が
さ
っ
ち
ゃ
ん
像
前

集
合
※
小
雨
決
行
、
3
キ
ロ
以

上
歩
き
ま
す
／
先
着
2
0
人
／
交

通
費
等
3
0
0
0
円
程
度
／
電

話
で
申
し
込
み

㈹
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

／
講
師
山
下
功
氏
（
ア
マ
7
段
）

／
初
心
者
先
着
3
6
人
／
無
料
／

9
月
1
6
日
㈹
が
ら
電
話
で
申
し

込
み

ふ
∴
∵
．
℡
∩
・
′
3
冒
4
且

▽
ソ
ー
イ
ン
グ
教
室
　
1
0
月
6

日
㈱
、
8
日
勧
午
前
9
時
3
0
分

～
年
後
4
時
3
0
分
／
タ
イ
ト
ス

カ
ー
ト
の
製
園
と
製
作
／
先
着

1
5
人
／
電
話
で
申
し
込
み

▽
房
総
の
古
街
道
を
訪
ね
て

日
程
・
内
容
・
講
師
左
表
／
％

は
午
後
1
時
3
0
分
～
、
％
と
％

に
つ
い
て
は
％
に
連
綿
／
先
着

3
0
人
／
保
険
料
2
0
0
円
／
電

話
で
申
し
込
み

2
）
。
ま
た
、
水
は
け
の
良
い
場
所

を
好
み
ま
す
の
で
、
少
し
高
く
し

て
植
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

石
川
祐
熊

（
造
園
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
栄
町
1
）

杯

　

リ

油粕2握り
骨粉1握り

確瑠
◆－30・～40cm一→

ー

　

3

0

～

4

0

c

m

図2　ボタンの植えつけ

〈鉢植え〉

化成月巴料

1握り弱　　　く庭植え〉

ミ
シ
ン
、
ひ
な
人
形
、
学
生
カ
バ
ン

0
ゆ
す
っ
て
く
だ
さ
い
　
自
転
車

（
子
ど
も
用
、
女
性
用
）
、
ぶ
ら

下
が
り
健
康
器
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ト

ー
ス
タ
ー
レ
ン
ジ
、
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
掃
除
機
、
食
器
棚
、
サ
イ

ド
ボ
ー
ド
、
電
子
ピ
ア
ノ

（
8
月
3
1
日
現
在
）

※
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

※
再
利
用
品
は
無
料
の
物
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
窓
口
案
内
）
船
橋
而
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
き
⑳
3
0
0
6

（
受
付
日
）
㈲
～
㈲
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0
分
（
第
4
㈱
を
除
く
）

九
日
市
宿
場
・
寺
町
・
漁
師
町

京
成
船
橋
駅
～
大
神
宮
下
駅

今
回
は
、
か
つ
て
　
「
九
日
市
」
と
呼
ば
れ
た
辺
り
を
中

心
に
歩
き
ま
す
。
室
町
時
代
ご
ろ
か
ら
、
海
老
川
を
は
さ

い
ち

ん
で
東
側
は
5
の
日
、
西
側
は
9
の
日
に
　
「
市
」
が
開
か

れ
た
こ
と
か
ら
、
「
五
日
市
」
　
（
現
在
の
宮
本
）
、
「
九
日

市
」
　
（
同
・
本
町
）
　
と
い
う
地
名
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
南

へ
行
く
と
、
昔
か
ら
の
漁
師
町
。
小
さ
な
寺
が
集
中
す
る

「
寺
町
」
と
い
う
一
角
　
（
本
町
3
丁
目
）
　
も
あ
り
ま
す
。

漁
業
は
自
然
が
相
手
で
危
険
を
伴
う
仕
事
な
だ
け
に
、
人

々
の
信
仰
心
も
と
り
わ
け
あ
つ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

●
清
川
記
念
館

明
治
時
代
か
ら
医
院
を
開
業
し

て
い
る
清
川
家
に
伝
わ
る
美
術
品

や
、
医
療
器
具
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
開
館
日
は
同
館
含
⑳
7
9
6

3
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1

7

′

　

・

ム

e
道
祖
神
社

道
祖
神
と
は
、
村
の
境
界
や
道

の
分
岐
点
に
ま
つ
ら
れ
、
村
に
悪

霊
が
入
る
の
を
防
ぐ
神
の
こ
と
。

あ
い
せ
ん
A
J
つ
ね
ノ

境
内
に
は
、
愛
染
明
王
な
ど
の
石

み
つ
．
み
ね

仏
や
、
三
峰
神
社
が
あ
り
ま
す
。

L
ヽ
ノ
ハ

e
船
橋
御
殿
跡
・
東
照
宮

江
戸
時
代
、
こ
こ
に
は
船
橋
御

殿
　
（
将
軍
家
の
栢
泊
休
憩
所
）
　
が

鮭＆
事葦、拉／
身逸な塵史を

たずねて（9

あ
り
ま
し
た
。
徳
川
家
康
が
、
元

和
元
　
（
1
6
1
5
）
　
年
に
東
金
遊

猟
か
ら
帰
る
途
中
、
宿
泊
し
た
所

で
す
。
4
代
将
軍
家
綱
の
時
代
に

御
殿
は
廃
さ
れ
、
現
在
は
小
さ
な

東
照
宮
が
建
っ
て
い
ま
す
。
「
御

殿
通
り
」
　
の
名
は
、
船
橋
御
殿
に

由
来
し
て
い
ま
す
。

わ
　
′
、
ら

e
御
蔵
稲
荷

き

き

ん

江
戸
時
代
に
、
飢
饉
に
備
え
て

穀
物
を
蓄
え
た
郷
蔵
の
跡
で
、
飢

饉
か
ら
救
わ
れ
た
恩
に
報
い
る
た

め
に
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。
隣
の
児

童
遊
園
に
は
、
昭
和
3
3
年
ま
で
市

役
所
が
あ
り
ま
し
た
。

e
海
老
川
橋

昔
、
海
老
川
に
小
さ
な
漁
船
を

並
べ
て
橋
の
代
わ
り
に
し
た
こ
と

か
ら
、
「
船
橋
」
　
の
地
名
が
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
海
老
川
橋
の
欄
干

に
は
、
船
橋
の
地
名
発
祥
の
由
来

を
記
し
た
碑
文
の
ほ
か
、
長
寿
世

い

r

ル

し

け

ち

よ

界
一
の
泉
重
千
代
さ
ん
の
手
形
な

ど
が
あ
り
、
〝
長
寿
の
橋
〟
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

あ

ん

ぎ

し

e
明
治
天
皇
船
橋
行
在
所
跡

千
葉
銀
行
船
橋
支
店
の
場
所
は

か
つ
て
は
「
桜
屋
」
と
い
う
旅
館

で
し
た
。
明
治
天
皇
が
県
内
で
黄

も
多
く
立
ち
寄
っ
た
場
所
で
す
。

⑳
太
宰
治
文
学
碑
と
爽
竹
桃

太
宰
は
、
昭
和
1
0
年
7
月
か
ら

1
年
3
か
月
に
わ
た
り
、
現
在
の

宮
本
1
丁
目
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

碑
の
傍
ら
の
爽
竹
桃
は
、
彼
が
自

ら
庭
先
に
植
え
た
と
い
う
木
を
移

植
し
た
も
の
で
す
。

e
浄
勝
春

境
内
の
一
部
は
、
幼
稚
園
と
な

っ
て
い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
し
ば
し
ば
火
災
に
見
舞
わ

れ
、
現
在
の
本
堂
は
、
そ
の
後
に

再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
毎
年
1
1

月
に
十
夜
法
要
（
浄
土
宗
の
念
仏
）

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
十
夜

寺
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
墓

地
に
は
、
船
橋
宿
の
遊
女
た
ち
を

救
う
た
め
に
建
て
ら
れ
た
　
「
お
女

郎
地
蔵
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

8

ナ

ノ

は

っ

　

し

e
行
法
寺

本
生
前
に
は
高
さ
1
・
8
メ
ー

ト
ル
の
日
蓮
の
像
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
、
旧
船
橋
町
の
小
学
校
教

育
発
祥
の
地
。
明
治
5
年
、
本
堂

に
お
い
て
、
学
制
に
準
拠
し
た
小

学
校
が
授
業
を
始
め
、
船
橋
小
学

校
の
前
身
と
な
り
ま
し
た
。

◎
不
動
院

入
口
に
あ
る
石
仏
は
、
も
と
も

・

・

－

と
は
、
津
波
に
よ
る
溺
死
者
の
供

養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
文
政
年
間
（
江
戸
時
代
後

期
）
以
降
は
、
近
隣
と
の
漁
場
争

い
か
ら
獄
死
し
た
二
人
の
漁
師
総

代
の
供
養
が
行
わ
れ
る
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
供
養
は
　
「
大

仏
追
善
供
養
」
と
呼
ば
れ
、
毎
年

2
月
2
8
H
に
、
漁
師
た
ち
が
1
口

休
業
し
、
大
仏
に
白
米
の
飯
を
盛

り
上
げ
る
ほ
ど
に
つ
け
ま
す
。
牢

内
で
食
が
乏
し
か
っ
た
の
を
償
う

た
め
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
大
仏

は
地
元
で
は
〝
飯
つ
ぶ
地
蔵
〟
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

か
く
ふ
う
　
H
L

e
覚
王
寺

境
内
に
は
、
見
事
な
彫
刻
に
飾

ら
れ
た
「
竜
王
宮
」
が
あ
り
ま
す
。

明
治
6
年
に
小
学
校
が
置
か
れ
、

行
法
寺
と
と
も
に
、
船
橋
小
学
校

の
前
身
と
な
り
ま
し
た
。

え
ん
　
カ

◎
因
果
地
蔵

え
ん
ぞ
う
い
ん

囲
蔵
院
に
あ
る
こ
の
地
蔵
は
、

ど
ん
な
願
い
も
か
な
え
て
く
れ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
商
売
繁

盛
や
合
格
祈
願
の
た
め
に
人
々
が

訪
れ
、
線
香
の
煙
が
絶
え
ま
せ
ん
。

◎
船
橋
湊
町
卸
小
売
市
場

魚
や
野
菜
を
中
心
に
開
か
れ
る

朝
市
（
午
前
5
時
～
正
午
、
㈱
㈱

休
み
）
。
昔
な
が
ら
の
風
景
で
す
。

◎
船
橋
漁
港

船
橋
は
、
江
戸
時
代
に
は
将
軍

禽

ざ

い

の

う

ら

家
へ
魚
貝
を
献
上
し
、
「
御
莱
浦
」

と
呼
ば
れ
た
、
歴
史
あ
る
漁
師
町

で
す
。
す
ぐ
そ
ば
の
大
き
な
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
辺
り
に
は
、

昭
和
3
0
年
代
に
船
橋
の
名
を
全
国

も
L
ろ

に
轟
か
せ
た
　
「
船
橋
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
ま
し
た
。
海
老
川

水
門
を
渡
り
、
船
だ
ま
り
を
見
な

が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
船
が
並
ぶ

風
景
に
、
「
船
橋
」
の
地
名
の
由

来
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

・
．
．
毎
・
雷
且

▽
第
2
回
と
よ
と
み
セ
ミ
ナ
ー

「
異
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
」

1
0
月
2
日
田
午
後
7
時
～
8
時

3
0
分
／
講
師
マ
ヌ
エ
ル
二
、
、
ヤ

シ
ロ
氏
（
ペ
ル
ー
人
ギ
タ
リ
ス

ト
）
／
先
着
4
0
人
／
無
料
／
電

話
で
申
し
込
み

闇

間

田

▽
囲
碁
入
門
講
座
　
1
0
月
7
日

㈱
、
8
日
轡
1
3
日
㈱
、
1
4
日

闇

出

田

▽
地
域
講
座
「
地
域
で
自
分
さ

が
し
」
　
日
時
・
内
容
左
表
／

成
人
先
着
3
0
人
／
費
用
8
0

0
円
（
教
材
費
、
保
険
料
）
／

直
接
又
は
電
話
で
申
し
込
み

566点の作品の中から選ばれた最優秀作晶は、今後　　最優秀賞　駐車違反　やめる勇気と　心がけ　　く一般の部〉（山田一子・本町6）

市が展開するPRに使用していく予定です。　　　（敬称略）こわいなぁ　車がじゃまで　カニ歩き　く小・中学生の部〉（会田　薫・船橋小6年）

文
化
ホ
ー
ル

℡

㊥

5

5

5

5

船橋出身ロックバンド

マインド

ベンダーズ
『時代は船橋』

総集編

お前と俺の
LlVEIN

FUNABASHI

ll／5休）忘雲PM

前売り　￥2300

当　日　￥2800

（友の会会員￥300引）

く全席自由〉

御殿通りにある道祖神社

e船欝‘

⑳御蔵稲荷
●清川記念館

e明治天皇船橋行在所跡

志橋票の念農芸

軸票e悪習監1讐芸

ス

ク

エ

ア

2

1

文
化
ホ
ー
ル

至市場

京　葉　道　路
°御蔵稲荷票e海老川橋讐芸

e憲霊烹票⑳諾需票

e浄勝寺票e行法寺等芸

◎不動院豊芸◎覚王寺禁

◎因果地蔵票◎宗禁票場票◎船橋漁港慧大神宮下駅（約3・8km・歩行時間約1時間5分）

ふるさとのうたと

滝廉太郎
11／23親）2‥00用開演

〈ソリスト〉大塚由乙

瀬川千里
森　靖博

砂田直規

〈合唱〉船橋さざんか少年少
女合唱団

若潮少年少女合唱団

船橋シティコーラス

前売リ　ー般￥2300

学生￥1300

当　日　一般￥2800

学生￥1800

（友の会会員￥300引）

〈会席自由〉

森進一ショー9／17（金）
①2：00P九憫懐　②6：30P加憫演

孟霊‡豊（奉呈霊戸）
〈全席指定〉

イルカ　10／9（劃
コンサート　6：30PM開演

漂豊（奉呈若戸）く全席指定〉

こまつ座公演

シャンハイムーン

10／16（土鳩細く全席指定〉
作／井上ひさし　　S席￥4500
演出／木村光一　　A席￥4000
出演／安南　潤

高橋長英ほか

A席￥2500

工藤重典＆吉野直子
（フルート）　　（ハープ）

二重奏
11／2（火）亨禦禦
7：00P人月開演

蒜這；（友音岩戸）

第九男声合唱団員募集
初心者大歓迎

〈公演日〉12／5（日）

く練習日〉　毎週（水）

午後7時～9時

〈合唱指導〉青木八郎氏

〈練習会場・問合せ〉

文化ホールへ



仙β00　　　　　（6）広報　晶1993年（平成5年）9月15日

市役所（番号案内）36－2111

二宮出張所　64－1811

高根台出張所　65－4331

習志野台出張所　66－2811

豊富出張所　57－2003

芝山出張所　63－2561

二和出張所　47－4507

船橋駅連絡所　23－7035

西船連絡所　33－4321

法典連絡所　38－6262

三山連絡所　75－8300

小室連絡所　57－5146

津田沼駅前連絡所　71－1151

中央公民館　34－5551

西部公民館0473⑬5415

東部公民館　77－7171

北部公民館　57－0433

二和公民館　47－3200
夏見公民館　23－5119

法典公民館　38－3203

三田公民館　77－2961

海老が作公民館　64－8232

38－4112

34－1405

57－5144

63－2231

48－5030

24－4311

39－0118

38－2610

24－9840

48－3291

69－4944

37－5072

69－4535

68－3750

31－4385

63－3611

34－1444

48－4899

65－9680

20－2111

34－5891

22－7730

22－7731

22－7732

22－0122

38－4461

高根公民館

浜町公民館

小室公民館

習志野台公民館

八木が苓公民館

飯山満公民館

丸山公民館

塚田公民館

宮本公民館

三咲公民館

新高根公民館

葛飾公民館

薬円台公民館
松が丘公民館

西　図　書　館

東　図　書　館
中央図書館
北　図　書　館

郷土資料館
市民ギャラリー
茶華道センター

青少年会館
総合教育センター

視聴覚センター

プラネタリウム館

武道センター

体　育　施　設
管理事務所

青少年センター　31－2315

勤労市民センター　25－2551

22－3979

34－5555

23－2111

66－1383

66－1278

38－3321

66－1266

66－1381

38－1104

23－2551

66－1268

36－2400

35－1111

23－3006

65－1631

31－4191

31－2653

35－1255

勤労青少年ホーム

市民文化ホール

中央保健センター

東部保健センター

母子福祉センター

医療センター

社会福祉会館

東老人福祉
セ　ン　タ　ー

西老人福祉
セ　ン　タ　ー

在宅医療・
介護支援センター

身体障害者
福祉センター

葬祭事業受付所

消　防　局

消費生活センター

幼　児　療　育
相談センタ一

県船橋保健所

社会福祉協議会

生　き　が　い
福祉事業団

※
栄
養
士
は
免
許
証
の
写
し
も
必

要
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

0
日
程
・
内
容
左
表
　
時
間
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分
　
会
場
社

会
福
祉
協
議
会
　
定
員
先
着
4
0
人

費
用
無
料
　
申
込
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

セ

ン

タ

ー

合

⑪

8

8

0

8

へ

成
バ
ラ
園
芸
㈱
）
　
対
象
市
内
在

住
の
人
　
定
員
先
着
3
5
人
　
費
用

無
料
　
申
込
み
9
月
1
6
日
㈱
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
き
⑳
7
4
8
1
へ

㌔

驚

喜

重

富

婆

遠

哀

義

空

室

妄

蚕

豆

至

望

遠

茎

蛋

不
動
産
フ
ェ
ア

0
日
時
9
月
2
3
日
㈲
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
　
会
場
西
武
デ
パ

－
卜
前
　
内
容
不
動
産
の
安
全

な
取
り
引
き
の
た
め
の
無
料
相

談
　
問
合
せ
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
船
橋
・
京
葉
・
中
山
各

支
部
か
⑳
1
1
5
9
へ

し
、

教
　
育
　
委
　
員
　
会

臨
　
時
職
員
募
集

0
職
種
・
勤
務
場
所
○
栄
養
士
⑪

市
内
小
学
校
　
〇
円
給
給
食
調
理

員
8
行
田
西
小
学
校
　
○
給
食
運

搬
員
⑪
峰
台
、
高
根
、
習
志
野
台

第
二
各
小
学
校
　
受
付
随
時
　
申

込
み
履
歴
書
、
写
真
一
3
×
4
空

1
枚
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
本
人
が

直
接
秘
書
室
含
⑲
2
8
0
4
へ

家

庭

園

芸

講

座

0
日
程
・
内
容
右
下
表
　
時
間
午

後
2
時
～
4
時
　
会
場
農
業
セ
ン

タ
ー
　
講
師
佐
々
木
正
裕
氏
（
京

親
　
子
　
写
生
大
会

0
日
時
1
0
月
3
日
㈱
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時
　
会
場
船
橋
県
民

の
森
※
「
集
い
の
広
場
」
で
受
け
付

け
　
対
象
小
・
中
学
生
と
そ
の
親

持
ち
物
写
生
用
具
、
画
版
、
弁
当
、

敷
物
、
四
つ
切
り
画
用
紙
　
費
用

無
料
　
申
込
み
電
話
又
は
ハ
ガ
キ

で
緑
の
基
金
（
〒
2
7
3
湊
町
2
～
1
0

～

2

5

合

⑲

2

5

5

7

）

　

へ

船

橋

オ

ー

ト

レ

ー

ス

場

従

　

事

　

員

　

募

　

集

0
対
象
満
1
8
～
4
5
歳
の
男
女
　
募

集
人
員
若
干
名
　
申
込
み
9
月
1
6

日
㈱
、
1
7
日
㈱
午
前
9
時
～
午
後

5
時
に
公
営
競
技
課
合
⑲
2
1
6

2
と
県
公
営
競
技
事
務
所
℡
0
4

3

・

2

4

1

・

6

5

6

1

で

募

集

要
領
等
を
配
布

講
演
会
「
気
象
異
変
・
政
治

異
変
・
経
済
異
変
の
と
き
」

0
日
時
1
0
月
9
日
田
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
　
会
場
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー
講
師
三
木
睦
子
氏
（
三
木
武

夫
元
首
相
夫
人
）
　
定
員
当
日
先

着
3
5
0
人
　
入
場
無
料
　
問
合

せ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
い
ず
み
の
会
・

平
山
合
⑳
7
7
0
0
㈲
へ
※
託
児

希
望
者
は
岡
崎
含
⑳
0
7
6
0
へ

私
立
幼
稚
園
の

入

　

園

　

案

　

内

市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、
来

年
度
入
園
の
た
め
の
願
書
を
1
0
月

1
5
日
㈲
か
ら
配
布
し
ま
す
。
左
表

の
各
幼
稚
園
で
直
接
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

0
願
書
受
付
1
1
月
1
日
㈲
～
　
入

園
対
象
0
1
年
保
育
児
阜
昭
和
6
3

年
4
月
2
日
～
平
成
元
年
4
月
1

日
生
ま
れ
　
0
2
年
保
育
児
旦
元

年

4

月

2

日

～

2

年

4

月

1

日

生

ま

れ

　

0

3

年

保

育

児

8

2

年

4

月

2

口

～

3

年

4

月

1

日

生

ま

れ

問
合
せ
各
幼
稚
園
へ
　
（
学
務
課
）

動
物
愛
護
週
間
（
％
～
2
6
）

な
　
か
　
よ
　
し
　
動
　
物

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

9

3

0
日
時
・
会
場
0
9
月
2
1
日
㈹
午

前
1
0
時
～
正
午
8
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
富
里
町
）
　
0
9
月
2
3
日

㈱
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
8
ボ
ン

ベ
ル
タ
百
貨
店
　
（
成
田
市
）
　
内

容
動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
、
ポ
ニ
ー

乗
り
、
動
物
相
談
ほ
か
　
問
合
せ

船
橋
保
健
所
き
⑪
4
1
9
1
へ

高
年
齢
者
・
障
害
者
を
雇
用
し
た

事
業
主
に
雇
用
奨
励
金
を
支
給

0
対
象
○
公
共
職
業
安
定
所
の
あ

っ
旋
で
、
市
内
在
住
の
高
年
齢
者

（
5
5
歳
以
上
6
5
歳
未
満
）
ま
た
は

心
身
障
害
者
を
雇
用
し
た
市
内
事

業
所
の
事
業
主
　
○
労
働
協
約
か

就
業
規
則
等
で
定
年
年
齢
を
5
5
歳

以
上
に
定
め
て
い
る
市
内
の
事
業

所
で
定
年
後
も
市
内
在
住
の
人
を

継
続
し
て
雇
用
し
た
事
業
主
※
今

回
は
平
成
4
年
4
月
～
5
年
8
月

ま
で
の
雇
用
が
対
象
　
交
付
全
対

象
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
月
額
1

万
5
5
0
0
円
　
交
付
期
間
雇
用

月
の
翌
月
か
ら
1
2
か
月
　
申
込
み

9
月
2
0
日
㈲
～
3
0
日
㈱
に
商
工
振

興
課
き
⑳
2
4
7
7
へ

4
緩
小
型
船
舶
操
縦
士

免
　
許
　
講
　
習
　
会

0
日
時
○
学
科
8
9
月
2
6
日
㈱
午

前
9
時
～
午
後
5
時
　
○
実
技
各

学
科
講
習
時
に
決
定
　
対
象
1
5
歳

9
か
月
以
上
の
人
　
国
家
試
験
1
0

月
1
9
日
㈹
（
市
川
市
）
　
会
場
・

問
合
せ
船
橋
市
漁
業
協
同
組
合
き

⑪
2
0
4
1
へ
　
（
農
水
産
課
）

1
0
月
1
日
か
ら
公
図
の
閲
覧

に
は
手
数
料
が
必
要
で
す

□
手
数
料
公
図
1
枚
に
つ
き
4
0

0
円
　
問
合
せ
千
葉
地
方
法
務
局

不
動
産
登
記
部
門
き
0
4
3
・
2

4

7

・

9

4

4

4

へ

国
民
年
金
相
談
と
集
合
徴
収

0
期
日
・
会
場
9
月
2
8
日
㈹
凸

東
部
公
民
館
、
2
9
日
㈱
8
中
央

公
民
館
　
時
間
午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
　
持
ち
物
年
金
手
帳
、

納
付
書
　
問
合
せ
年
金
課
か
⑳

2

2

8

6

へ

借
地
借
家
の
無
料
相
談

0
日
時
9
月
2
8
日
㈹
午
後
1
時

～
4
時
　
会
場
中
央
公
民
館

※
契
約
書
類
等
あ
れ
ば
持
参

問
合
せ
借
地
借
家
人
組
合
千
葉

県
連
合
会
き
⑪
1
6
3
4
へ

（
消
費
対
策
課
）

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

0
8
時
9
月
1
6
日
㈹
年
後
1
時

～
4
時
　
会
場
西
部
公
民
館

問
合
せ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

中
山
支
部
合
0
4
7
3
⑳
3
8

4
1
へ
　
　
（
消
費
対
策
課
）

無
料
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

0
日
時
1
0
月
7
日
㈱
午
前
9
時

～
午
後
4
時
　
会
場
船
橋
郵
便

局
窓
口
ロ
ビ
ー
問
合
せ
同
局

貯
金
課
含
⑪
2
0
0
1
へ

地
域
子
育
汀
相
談
と

セ
ミ
ナ
ー
「
誰
が
埋
め
る

の
か
子
育
て
の
落
と
し
穴
」

0
日
時
1
0
月
2
2
日
㈲
午
前
9
時

3
0
分
～
年
後
3
時
3
0
分
　
会
場

市
川
市
女
性
セ
ン
タ
ー
　
内
容

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
個
別
相
談

※
①
の
み
、
②
の
み
の
参
加
も

可
　
申
込
み
1
0
月
1
3
日
㈱
ま
で

に
県
教
育
庁
船
橋
地
方
出
張
所

き

⑳

6

0

1

7

へ

移
動
暴
力
相
談
所

0
日
時
9
月
2
1
日
㈹
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
　
会
場
県
東
葛
支

庁
（
松
戸
市
）
　
内
容
暴
力
団

等
に
よ
る
不
法
行
為
や
い
や
が

ら
せ
等
に
つ
い
て
　
問
合
せ
千

葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議
料

0

4

3

・

2

5

4

・

8

9

3

0

へ

商工振興課
℡⑯2472

フ

ォ

ト

写
真
が
と
ら
ー

ふ
ぉ
っ

ホ
ッ
ト
な
話
題

一
一
ユ
ー
ス

↓
背
高
ノ
ツ
ポ
の
ユ
リ
　
島
村
幸
子
さ

ん
宅
（
金
杉
9
）
　
で
、
高
さ
3
メ
ー
ト

ル
の
ユ
リ
に
6
輪
の
白
い
花
が
こ
の
ほ
ど

咲
き
ま
し
た
。
「
ユ
リ
の
木
が
ど
ん
ど
ん

伸
び
て
ビ
ッ
ク
リ
」
と
島
村
さ
ん
。
来
年

も
咲
く
と
い
い
で
す
ね
。

ト
下
水
道
を
よ
り
身
近
に
　
9
月
1
4
日
ま

で
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
た
下
水

道
屡
。
巨
大
な
下
水
管
や
工
事
の
様
子

な
ど
普
段
見
ら
れ
な
い
展
示
に
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ト
沼
田
県
知
事
が
棄
葉
高
速
鉄
道
を
視
察

9
月
2
日
、
船
橋
市
、
市
川
市
、
浦
安
市
で

構
成
す
る
京
葉
広
域
行
政
連
絡
協
議
会
が
開

か
れ
、
東
海
神
駅
の
建
設
現
場
を
、
沼
田
武

県
知
事
な
ど
が
視
察
。
大
橋
和
夫
市
長
は
、

早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層
の
協

力
を
求
め
ま
し
た
。

船橋市私立幼稚園一覧表

行
わ
れ
る
各
種
調
査
の
内
容

は
統
計
処
理
の
み
に
使
わ
れ
、

ほ
か
の
目
的
に
は
決
し
て
使
わ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
人
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
プ

（
人
の
動
き
）
　
調
査

1
0
月
か
ら
1
1
月
に
か
け
て
、

東
京
都
市
圏
の
人
の
動
き
に
関

す
る
大
乱
模
な
交
通
実
態
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

期
間
中
の
あ
る
1
日
に
つ
い
て

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
伺
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
交
通
機
関
を

利
用
し
た
か
」
な
ど
を
お
聞
き

す
る
も
の
で
す
。

3
0
0
世
帯
に
1
世
帯
の
割

合
で
選
ば
れ
た
対
象
と
な
る
家

庭
に
は
、
前
も
っ
て
ハ
ガ
幸
で

連
絡
の
う
え
、
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
。

0
問
合
せ
総
合
交
通
対
策
課
き

⑳

2

0

5

4

へ

住
宅
統
計
調
査

住
宅
の
国
勢
調
査
と
言
わ
れ

る
統
計
調
査
が
、
1
0
月
1
日
現

在
で
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。
9
月
2
3
日
㈲
が
ら
、
対
象

と
な
る
家
庭
を
調
査
員
が
訪
問

し
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

0
問
合
せ
情
報
管
理
課
き
⑳
2

0

6

3

へ

土
地
基
本
調
査
法
人
調
査

1
0
月
に
法
人
を
対
象
と
し
た
、

土
地
に
関
す
る
統
計
調
査
が
、

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

1
0
月
上
旬
に
調
査
票
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。

0
問
合
せ
県
企
画
課
き
0
4
3
・

2

2

3

・

2

4

0

0

へ

ト御殿通り午前9時～午後1時／朝市　ト北習志野新前通り正午～午後4時／

愛の献血、健康相談、風船プレゼント、らくがき大会　※いずれも雨天中止歩行者天国
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ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

投
与
　
（
9
月
実
施
分
）

0
日
程
下
表
　
受
付
時
間
午
後
2

時
～
3
時
3
0
分
（
厳
守
）
　
対
象
生

後
3
か
月
～
4
歳
未
満
の
人
　
（
ポ

リ
オ
は
2
回
投
与
で
す
。
2
回
目

は
1
回
目
か
ら
6
週
間
以
上
経
過

の
こ
と
）
　
持
ち
物
母
子
健
康
手

帳
、
予
防
接
種
手
帳
、
筆
記
用
具
、

ス
リ
ッ
パ
　
受
け
ら
れ
な
い
人
発

熱
患
者
、
著
し
い
栄
養
障
害
者
、

下
痢
を
し
て
い
る
人
、
1
年
以
内

に
け
い
れ
ん
（
ひ
き
つ
け
）
を
起
こ

し
た
人
、
l
週
間
以
内
に
他
の
予

防
接
種
を
受
け
た
人
　
（
B
C
G
・

麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
風
し

ん
・
M
M
R
は
l
か
月
以
内
）
、
心

臓
・
じ
ん
臓
・
肝
臓
に
疾
患
の
あ

る
人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と

認
め
た
人
　
保
護
者
の
方
へ
接
種

日
に
は
必
ず
体
温
を
計
っ
て
く
だ

さ
い
。
必
要
に
よ
り
前
日
か
当
日

に
健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
健
康
管
理
課
へ

胃
が
ん
の
休
日
検
診

□
日
時
1
0
月
1
7
日
㈱
午
前
9
時
～

正
午
　
会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
問
診
と
Ⅹ
線
間
接
撮
影
　
対

象
4
0
歳
以
上
の
市
民
で
、
平
日
仕

事
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
人
　
定

員
先
着
1
0
0
人
　
費
用
無
料

申
込
み
9
月
3
0
日
㈱
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
任
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
「
胃
が

ん
の
休
日
検
診
申
し
込
み
」
を
書

い
て
健
康
管
理
課
へ

「
神
経
芽
細
胞
腫
（
小
児
が
ん
）

検
査
」
は
お
済
み
で
す
か

神
経
芽
細
胞
腫
は
、
主
と
し
て

子
ど
も
の
お
な
か
に
で
き
る
が
ん

の
一
種
で
、
生
後
6
～
7
か
月
児

の
尿
検
査
で
発
見
で
き
ま
す
。
検

査
用
紙
は
母
子
健
康
手
帳
交
付
時

に
お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
が
、
転

入
さ
れ
た
方
は
母
子
健
康
手
帳
を

持
参
の
上
、
左
記
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
1
歳
未
満
な
ら
可
。

（
費
用
は
無
料
）

○
保
健
指
導
課
、
東
部
保
健
セ
ン

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
・
B
C
G
予
防
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

B
C
G
予
防
接
種
は
、
1
0
月
5

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
対
象
は

生
後
3
か
月
～
4
歳
未
満
の
人
。

詳
し
い
日
程
・
会
場
は
1
0
月
1

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
予
防
接
種
カ
ー
ド
（
予

防
接
種
手
帳
に
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
）
は
、
前
も
っ
て
用
意
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
健
康
管
理
課
）

央
・
東
部
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間
①
午
前
1
0
時
～
正
午
②
午
後

1

時

2

0

分

～

3

時

3

0

分

の

2

コ

ー

ス
　
（
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
は
午
後

の
み
）
　
対
象
初
め
て
出
産
す
る

人
　
申
込
み
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

希
望
の
人
は
保
健
指
導
課
へ
、
東

部
保
健
セ
ン
タ
ー
希
望
の
人
は
同

セ

ン

タ

ー

含

⑳

1

3

8

3

へ

ポリオ生ワクチン投与（9月実施分）

各会場には駐車場がありません。
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ノ
U
ウ
ノ
U
ハ
イ
・
ノ
U
n
r
・
ノ
H
r
・
J
U
n
r
ノ
U
n
r
・
ノ
H
r
・
ノ
U
n
r
・
ノ
U
つ
・
ノ
H
X
ソ
・
ノ
×
7
・
ノ
U
n
′
・
ノ
U
n
r
・
ノ
U
？
ノ
U
n
r
・
ノ
U
n
r
・
ノ
＝
う
・
ノ
×
7
・
一
U
り
・
も
？
ノ
冥
ソ
1
U
？
G
n
r
ノ
冥
ソ
・
ノ
∪
ウ
ノ
）
n
r
J
U
？
ノ
×
′
・
ノ
冥
リ
．
む
？
ノ
U
n
′

タ
ー
、
乳
児
健
康
相
談
口
に
そ
の

会
場
で
　
問
合
せ
保
健
指
導
課
へ

潜
在
看
護
婦
講
習
会

0

日

程

・

内

容

0

1

0

月

1

日

㈲

8

集
合
研
修
（
千
葉
県
看
護
会
館
）

0
1
0
月
2
5
日
㈲
～
2
9
日
㈲
8
施
設

実
習
　
（
医
療
セ
ン
タ
ー
）
　
時
間

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分
　
対

象
再
就
職
を
希
望
す
る
看
護
婦

費
用
無
料
　
申
込
み
県
ナ
ー
ス
セ

ン

タ

ー

き

0

4

3

・

2

4

7

・

6

3

7

1

へ

健

　

康

　

教

　

育

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
1

0
日
程
・
内
容
0
1
0
月
1
9
日
㈹
⑪

女
性
の
が
ん
と
対
策
　
0
1
0
月
2
6

日
㈹
＆
更
年
期
の
心
と
体
の
変
化

時
間
午
後
1
時
～
3
時
　
費
用
無

料
　
会
場
・
申
込
み
八
木
が
谷
公

民
館
き
⑲
2
2
5
1
へ

央
ソ
・
ノ
）
？
．
ノ
）
リ
・
．
ノ
U
O
r
．
む
つ
．
ノ
）
リ
．
ノ
U
n
r
．
ノ
U
n
′
．
ノ
U
n
r
．
ノ
U
n
r
且

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
一
無
料
）

□
期
日
・
会
場
0
9
月
2
0
日
㈲
凸

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
　
0
9
月
2
7

日
㈱
⑪
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
時

間
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分
　
対
象

1
6
歳
以
上
の
市
民
※
申
し
込
み
不

要
　
問
合
せ
健
康
管
理
課
へ

マ
マ
に
な
る
た
め
の
教
室

0
日
程
・
内
容
下
表
　
会
場
中

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

エ
イ
ズ
」
講
演
会

「
エ
イ
ズ
防
止
の
第
一
歩
は
正

し
い
知
識
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、

実
施
し
ま
す
。

0
日
時
1
0
月
5
日
㈹
午
後
6
時
3
0

分
～
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
講
師

稲
田
頼
太
郎
氏
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
附
属
セ
ン
ト
・
ル
ー
ク
ス
病
院
）

入
場
無
料
　
問
合
せ
健
康
管
理
課
へ

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談

0
日
時
9
月
2
5
日
出
午
後
1
時
～

4
時
　
会
場
千
葉
中
央
コ
ミ
ニ
ユ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）

費
用
無
料
　
問
合
せ
千
葉
中
央
法

律
事
務
所
か
0
4
3
・
2
2
5
・

4
5
6
7
へ
　
（
健
康
管
理
課
）

⑪
市
民
と
と
も
に
考
え
る

救
急
医
学
ソ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
9
3

■
．

今
年
は
〝
あ
な
た
も
で
き
る

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
3
分
間
／
″

そ

を
テ
ー
マ
に
、
心
肺
蘇
生
法
の

実
践
方
法
な
ど
を
考
え
ま
す
。

参
加
者
に
は
記
念
品
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
q

O
日
時
9
月
2
5
日
田
午
後
2
時

～
4
時
3
0
分
　
会
場
文
化
ホ
ー

ル
　
内
容
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
寸

劇
に
よ
る
実
演
、
心
肺
蘇
生
法

の
体
験
学
習
ほ
か
）
、
写
頁
・
パ

ネ
ル
の
展
示
、
救
急
広
場
（
午

後
1
時
～
）
　
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
織
畑
秀
夫
氏
（
日
本
救
急
医

学
会
元
会
長
・
東
京
女
子
医
大

名
誉
教
授
）
　
入
場
無
料
　
当

日
自
由
参
加
　
問
合
せ
健
康
管

理
課
廿
⑳
2
4
1
2
へ

各
種
検
診
受
付
中

㊥
健
康
管
理
課

ふ
な
は
l
－
呈
丹
⑯

で
立
派
な
彫
刻
が
花
さ
れ
て
い
る
。
参
通
の
両
側
に
は
十

三
重
の
塔
や
仁
王
像
も
あ
る
。
2
4
代
目
に
な
ら
れ
る
と
い

宗
°

長
福
寺
の
山
門
は
最
近
完
成
し
た
も
の
で
、
樺
づ
く
り
瀞

に　と　は　う

人　も　山　乙苦

る　呼門蠣
びは孝音
、七云陀

悟堂住
リ　伽が職
に藍念に
人　の　お

る　一間

つ
で
、
三
門
（
三
好
1
膨
門

た
め
の
象
徴
な
ん
で
す
。

さ

す
る

と

、コ
子平

，寺
曲
E∃

洞

∴．．三一

は
卸
で
も
こ
の
門
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
　
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
縁
起
に
よ
る
と
、
長
福
寺

夏
見
長
福
音
の
山
門

中
台
　
雅
幸
作

L

よ

う

か

ん

ぜ

あ

ん

ば

さ

つ

は
旧
世
紀
末
円
融
天
皇
の
時
代
に
聖
観
世
音
菩
薩
　
（
市
指

土
つ

定
文
化
財
）
　
を
祀
っ
た
堂
を
営
ん
だ
こ
ゼ
に
始
ま
る
。
そ

の
後
は
世
紀
後
半
の
永
禄
年
間
に
麦
見
宗
報
政
号
に
よ

り
再
興
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
将
軍
の
御
朱
印
寺
と
な
っ

せ
み

た
。
帰
り
が
け
蝉
し
ぐ
れ
の
中

で
真
新
し
い
山
門
に
目
を
や

る
と
、
い
つ
か
は
平
成
の
文
化

遺
産
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う

日
に
、
ふ
と
想
い
が
馳
せ
た
。

（
作
者
紹
介
）
　
中
台
雅
華
氏
。

洋
画
家
。
等
迦
会
委
員
。
船
橋

而
美
術
連
盟
常
任
理
事
。
夏
見

6
丁
目
在
住
。

む
つ
J
U
n
r
ノ
）
？
ノ
＝
わ
r
古
×
ソ
・
ん
り
・
ら
ワ
・
台
汽
Y
J
）
リ
・
ノ
リ
リ
・
ノ
‥
Y
リ
・
ノ
＝
∧
′
・
ノ
リ
リ
▼
h
X
ソ
ノ
U
l
ノ
む
？
・
ノ
）
リ
ム
う
・
し
っ
し
っ
・
ん
つ
・
む
つ
・
し
ウ
ノ
せ
り
r
む
っ
・
む
つ
・
0
？
一
U
つ
・
む
つ
・
む
つ
．
G
ウ
も
つ
・
む
つ
・
ノ
＝
X
ソ
・
h
X
ソ
・
ノ
〕
ウ
・
一
日
リ

生．廿．併於。。．灘灘。。．於，。。．。Nぐ．甘．灘．並．静粛

□
日
程
・
会
場
左
表
　
受
付
時
間

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分
　
対

象
満
4
0
～
4
9
歳
の
人
（
今
年
度
中

に
満
5
0
歳
に
な
る
人
は
除
く
）

内
容
身
体
計
測
、
検
尿
、
血
圧
、

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
、
肝
機

能
検
査
な
ど
　
申
込
み
9
月
3
0
日

㈱
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
下
表
の

よ
う
に
ハ
ガ
幸
で
申
し
込
み

ロ
満
5
0
歳
以
上
の
人
（
今
年
度
中

に
満
5
0
歳
に
な
る
人
も
含
む
）
は
、

誕
生
月
に
医
療
機
関
で
受
診
で
き

る
成
人
病
検
診
（
基
本
健
康
診
査
、

胸
部
検
診
、
便
潜
血
検
査
、
前
立

腺
検
診
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
生
ま
れ
た
月
に
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

○
検
診
の
種
類
・
対
象
○
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
8
満
3
0
歳
以
上
の
人

○
胃
が
ん
¢
満
4
0
歳
以
上
の
人

申
込
み
左
表
の
よ
う
に
ハ
ガ
寺
で

申
し
込
み

※
4
年
度
に
子
宮
が
ん
個
別
検
診

の
講
義
を
受
講
し
た
が
、
検
診
を

受
け
な
か
っ
た
人
は
、
「
講
義
受

講
済
み
」
と
書
い
て
、
再
度
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

薗
3
年
度
及
び
4
年
度
に
受
診
済

み
の
人
、
登
録
済
み
の
人
は
申
し

込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

く各種検診の申し込み方法〉

㈹
希
望
検
診
名
0
0
が
ん
検
診
ま
た
は
基
本
健
康
診
査

㈲
住
所
　
㈲
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
　
㈱
生
年
月
日
（
満
〇
歳
）

㈲
性
別
　
㈲
電
話
番
号

㈲
○
子
宮
が
ん
の
場
合
（
個
別
・
集
拉
検
診
）

個
別
が
集
踵
の
い
ず
れ
が
を
記
入
。
個
別
希
望
者
は
当
市
の
検

診
受
診
同
数
も
記
入
す
る
。
（
個
別
で
初
め
て
の
人
は
、
中
央
ま

た
は
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
希
望
講
義
会
場
名
も
記
入
）

○
胃
が
ん
の
場
合
（
集
団
検
診
の
み
）

①
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
②
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
③
三
嘆
公
民
館

④
海
老
が
作
公
民
館
⑤
丸
山
公
民
館
⑥
八
木
が
谷
公
民
館

⑦
新
高
棍
公
民
館
⑧
小
室
公
民
館
の
う
ち
希
望
す
る
会
場
を
記
入

○
乳
が
ん
の
場
合
（
集
団
・
個
別
検
診
）

当
市
の
検
診
を
受
け
た
回
数
を
記
入
（
初
め
て
の
人
は
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
で
集
団
、
2
回
目
以
降
は
個
別
）

○
基
本
健
康
診
査
の
場
合
（
集
団
検
診
の
み
）

e
中
央
保
健
セ
ン
タ
I
⑦
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
③
各
公
民
館
（
中

央
・
東
部
を
除
く
）
の
う
ち
希
望
す
る
会
場
を
記
入

・中央保健センターやJR船橋駅北口、天沼弁天池公園嚢
・東部保健センターヰ新京成習志野新前、社会福祉会館内

申
込
先
　
〒
2
7
3
船
橋
市
湊
町
2
～
1
0
～
2
5
　
市
役
所
健
康
管
理
課 i‾　A一．、F，‾’

第12回健康展

作品・参加者を

募集します

健
康
展
は
、
1
1
月
3
日
㈲
、

4
日
㈱
に
、
東
部
保
健
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
次
の

催
し
の
参
加
者
な
ど
を
募
集
し

ま
す
。

▼
私
の
健
康
　
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
、
写
真
、
マ
ン
ガ
な
ど
健

康
を
題
材
に
し
た
も
の
／
サ
イ

ズ
は
自
由
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も

可
／
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
／

1
0
月
1
5
日
㈲
ま
で
に
作
品
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
コ
メ

ン
ト
を
添
え
て
申
し
込
み
※
応

募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

▼
講
演
会
「
現
代
人
の
健
康
は

黄
信
号
」
　
1
1
月
3
日
㈲
午
後

l
時
～
3
時
／
講
師
荒
谷
美
枝

子
氏
（
ヨ
ー
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）
／
定
員
3
0
人
／
費
用
無
料

▼
先
輩
マ
マ
と
バ
ル
ー
ン
マ
マ

の
つ
と
い
　
日
月
3
日
㈲
①
午

前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
　
②

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分
／

今
年
4
～
7
月
生
ま
れ
の
子
と

そ
の
母
親
＆
①
②
各
1
0
人
、
来

年
1
～
3
月
に
出
産
予
定
の
人

8
①
②
各
1
0
人

薗
申
込
み
保
健
指
導
課
き
⑲
2

3

8

2

へ

基本健康診査（集団）日程表

※各会場には駐車場がありません。

各
種
健
康
講
座

い
つ
か
く
る
道
？
成
人
病

0
日
時
1
0
月
4
日
㈲
、
6
日
㈱
、

1
8
日
側
、
2
5
日
㈲
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
　
会
場
東
部
保

健
セ
ン
タ
ー
　
内
容
成
人
病
の

予
防
と
健
康
管
理
　
定
員
4
0
人

費
用
無
料
　
申
込
み
同
セ
ン
タ

ー

寧

⑮

1

3

8

3

へ

ひ
と
り
暮
ら
し
を
豊
か
に

0
日
時
1
0
月
6
日
㈱
午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
3
0
分
、
1
0
月
1
4
日

㈱
、
2
0
日
㈱
、
2
7
日
㈱
午
前
1
0

時
～
午
後
1
時
　
会
場
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
　
内
容
健
康
チ
ェ

ッ
ク
、
調
理
実
習
な
ど
　
対
象

ひ
と
り
暮
ら
し
の
6
5
～
7
5
歳
く

ら
い
の
人
　
定
員
3
5
人
　
費
用

無
料
　
申
込
み
保
健
指
導
課
き

⑲

2

3

8

2

へ

働くママの　　　日時10月2日臥16日田午後1時15分～3時30分会場中央保健センター　内容働く妊婦の健康管理、お産の準

マタニティクラス　億と経過ほか　対象初産で出産予定日が12月1日～6年3月30日の方　費用無料　申込み保健指導課℡⑳2382へ



（8）仙800

私
た
ち
の
住
む
船
橋
を
は
じ
め
、

房
総
の
地
に
伝
わ
る
様
々
な
民
話

を
紹
介
す
る
「
ち
ば
・
民
話
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
来
月
、
宮
本

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
昨
年
の
「
国
民
文

化
祭
ち
ば
9
1
」
の
際
に
船
橋
で
開

か
れ
た
「
日
本
の
民
話
劇
」
を
受

け
継
い
だ
も
の
。
現
在
市
内
で
は
、

民
話
を
語
る
サ
ー
ク
ル
が
数
多
く

活
動
し
て
お
り
、
中
に
は
国
民
文

化
祭
を
き
っ
か
け
に
誕
生
し
た
所

も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
、
運

営
は
、
こ
う
し
た
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
が
中
心
で
す
。

都
市
化
が
進
む
船
橋
に
も
、
各

地
域
ご
と
に
、
多
彩
な
民
話
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
印
内
村
周
辺

じ
ゅ
う
え
も
ん

に
伝
わ
る
「
重
右
衛
門
ば
な
し
」

も
そ
の
一
例
。
あ
な
た
も
「
民
話

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し
て

楽
し
く
か
つ
興
味
深
い
民
話
の
世

界
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

0
日
時
1
0
月
2
4
日
㈲
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0
分
　
会
場
宮
本
公
民

館
　
入
場
無
料

蘭
午
後
の
「
民
話
を
楽
し
む
・
第

2
部
」
に
は
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
（
そ
の
他
は
当
日
自
由
参
加
）
。

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
希
望
枚
数
を
書
い
て
、
文
化

課
内
「
ち
ば
・
民
話
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
実
行
委
員
会
（
〒
2
7
3
湊
町

2
～
1
0
～
2
5
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
整
理
券
は
、
文

化
課
又
は
宮
本
公
民
館
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

プロワラ山
民話を楽しむく第2部〉

午後1時～3時30分

○民話の語り①「へつぶり嫁」ほか
高野つる氏（下総弁の語り部）

○房総の民謡を語る

藤かおる氏（房総民話の会）
平野　馨氏（民話研究家）
村上昭三氏（「船橋の民話」著者）

○民話の語り②「たべられた

やまんば」はが
松尾敦子氏（語り女優）

○民話の語り③海辺の話の数々

雷雷雲票氏（浦安而・元洲）
聞き手・米屋陽一氏（日本民話の会）

○語りと音楽「花さき山」
宮内雅支緒（船橋而三曲協会）
ほか

○民謡の語り④「船橋で聞いた
京の話」ほか

荒石かつえ氏（船橋市）
○うたがたり「つつじの乙女」ほか

高岡良樹氏（吟遊詩人）

レク具トおン

レシもー

＠凹□回垣

ふ
な
ば
し
海
浜
公
園

含

⑮

0

8

2

0
円
、
佳
作
（
5
点
）
各
1
万
円

表
現
方
法
素
材
、
方
法
は
自
由

（
屋
外
展
示
に
耐
え
ら
れ
、
安

全
面
に
も
配
慮
し
た
も
の
）
※

新
作
、
旧
作
は
問
わ
な
い
が
、
過

去
に
受
賞
歴
の
あ
る
作
品
は
選

考
対
象
外
で
す
　
出
展
料
無
料

（
搬
入
・
搬
出
費
用
は
自
己
負

担
）
　
締
切
リ
9
月
3
0
日
㈹

問
合
せ
㈲
船
橋
市
公
園
協
会
総

務
課
き
⑮
3
0
5
1
へ

船橋警察署
船橋東警察署
交通安全対策課

文

　

化

　

課

℡

⑯

2

8

9

4

民話を楽しむく第1部〉

午前10時～正午

○墓去姦再の部屋
重石衛門ばなしの語りと人形劇

○房総のおはなしの部屋
房総の民話をスライドと紙芝居で

○わらべうた・あそびの部屋

○船橋むかしむかしの部屋
船橋のちょっと昔のお話

○ひろこおばさんの部屋
手品、折り紙、がらくリベープ
サートで遊ぶ

○かたりっこの部屋
各地の民話、学校の怪談

○ビデオコーナー

○民話の本コーナー（展示と紹介）

恒料・郷土料理の部め
午前11時30分～午後1時

房総の太巻きずし実演・販売

広報　晶　存　ぽ1993年（平成5年）9月15日

0
日
時
・
対
象
0
1
0
月
8
日
㈲
8

市
内
在
住
、
在
勤
の
健
康
な
人
0
9

白
田
8
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

健
康
な
親
子
（
子
ど
も
は
小
学
3

年
生
以
上
）
※
小
雨
決
行
　
時
間

午
後
1
時
～
　
内
容
上
飯
山
満
地

区
の
史
跡
、
神
社
、
寺
院
等
の
探

訪
　
定
員
各
円
先
着
3
0
人
　
申
込

み
郷
土
資
料
館
寧
⑮
9
6
8
0
へ

※
㈲
㈱
休
館

第
4
1
回
郷
土
史
講
座

□
日
時
9
月
1
8
日
興
2
5
日
田
午

後
2
時
～
※
2
5
日
は
午
後
2
時
3
0

分
～
　
会
場
郷
土
資
料
館
　
内
容

江
戸
時
代
の
船
橋
周
辺
の
村
の
暮

ら
し
　
講
師
吉
田
優
氏
（
市
川
歴

史
博
物
館
）
、
根
崎
光
男
氏
（
練
馬

区
立
美
術
館
）
　
対
象
1
5
歳
以
上

の
市
民
　
定
員
先
着
4
0
人
　
申
込

み
電
話
で
同
館
き
⑮
9
6
8
0
へ

※
㈲
㈲
休
館

第
6
4
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村

0
期
日
9
月
1
9
日
㈲
　
集
合
場

所
・
時
間
J
R
船
橋
駅
南
口
交
番

前
午
前
1
0
時
～
1
1
時
受
け
付
け
※

雨
天
決
行
　
内
容
青
少
年
会
館
ま

で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
　
対
象
市
内
の
親
子
と

子
ど
も
（
子
ど
も
同
士
は
大
人
の

引
率
者
が
必
要
）
　
費
用
小
学
生

以
上
一
人
1
0
0
円
　
申
込
み
9

月
1
8
日
田
ま
で
に
同
館
き
⑭
5
8

9
1
へ
※
㈲
休
館

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
（
電
車
）

0
日
時
1
0
月
1
0
日
㈲
午
前
7
時
3
0

分
J
R
船
橋
厭
さ
ざ
ん
か
さ
っ
ち

ゃ
ん
像
前
集
合
※
雨
天
中
止
　
行

き
先
埼
玉
県
鷲
宮
常
設
コ
ー
ス

会
費
大
人
6
0
0
円
、
高
校
生
以

下
3
0
0
円
※
交
通
費
実
費
　
持

ち
物
弁
当
、
雨
具
、
赤
ボ
ー
ル
ペ

ン
　
申
込
み
船
橋
市
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
協
会
・
舘
川
き
⑳
1
3

9
1
（
夜
6
時
以
降
）
へ

（
青
少
年
課
）

ソ
コ
ン
経
験
年
数
、

受
講
の
動
機

生
涯
学
習
開
放
講
座

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
座

0
日
程
・
内
容
下
表
　
時
間
午
前

1
0
時
～
午
後
5
時
　
会
場
船
橋
情

報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
　
対
象
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
経
験
者
　
定
員
4
0

人
（
多
数
は
抽
せ
ん
）
　
費
用
無

料
※
教
材
費
は
実
費
　
申
込
み
1
0

月
5
日
輿
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
幸
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
、
パ

を
書
い
て
、
船
橋
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

専
門
学
校
「
M
S
－
D
O
S
講
座
」

係
（
〒
2
7
3
本
呵
7
～
1
2
～
1
6
き
⑳

1
0
5
1
）
へ
　
問
合
せ
社
会
教

育
課
含
⑳
2
8
9
5
へ

日　 程 内　　　　　　 容

10月23日
M S －D O S とは
①M S －8 0 Sの機能

（土 ） ②プログラムの構成
③コマン ドの構成

10月30日

ファイルの操作
①ファイルの種類
②ファイルの作成 、コ

ピー削除

（土 ） ③階層ディレク トリと
パスの指定

④ワイル ドカー ド
リダイレクト

11月 6 日

環境の設定
①C O N F IG ．S Y S　フア

イル

（土 ） ②A UT O E X E C．
B A T ファイル

（訂日本語入力機能

11月13日

（土）

バッチファイル
（p バッチファイルとは
②バッチコマン ド

11月20日

アプリケーションプログラム
①アプリケーションプロ

グラムのインストール
（土） （かアプリケーションプ

ログラムの操作

敬
愛
大
学
公
開
講
座

「
経
　
済
　
と
　
文
　
化
」

0
日
程
・
内
容
下
表
　
時
間
年
後

1
時
～
　
会
場
敬
愛
大
学
　
定
員

1
5
0
人
　
費
用
無
料
　
申
込
み

9
月
2
5
日
出
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
幸
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

を
書
い
て
同
大
学
文
化
研
究
所
公

開
講
座
係
（
〒
2
6
3
千
葉
而
稲
毛
区

穴

川
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～
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貢
化

日
本

茜 露

つ P
い　に

感
力

社 不
況

i i

内

容

比 の あ 保 と
較 食 る 障 財
の
視

文
化

都
市

の
将 政

赤
字
の
拡
大

点 が
ら
み
た
植
物

て お
け
る
日
本
人
の
心

l

諌
ち
づ
く
リ

采 壷套

す
る
か
I

初
心
者
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

第

2

期

生

募

集

ク
ロ
ー
ル
で
1
5
～
2
5
メ
ー
ト

ル
泳
ぐ
の
を
目
標
に
し
ま
す
。

0
日
程
9
月
3
0
日
～
1
1
月
2
5
日

毎
週
㈱
午
後
2
時
～
午
後
3
時

3
0
分
（
8
回
）
　
対
象
1
8
歳
以

上
の
健
康
な
人
で
1
0
メ
ー
ト
ル

以
上
泳
げ
な
い
人
　
受
講
料
6

0

0

0

円

ユ
ー
モ
ア
ア
ー
ト
展
作
品
募
集

ユ
ー
モ
ア
を
テ
ー
マ
に
立
体

表
現
し
た
公
募
展
を
1
0
月
2
4
日

価
か
ら
1
1
月
3
日
㈲
ま
で
開
催

し
ま
す
。

0
作
品
芸
術
の
既
成
概
念
に
よ

ら
ず
、
柔
軟
な
発
想
と
ユ
ー
モ

ア
に
富
ん
だ
立
体
作
品
　
賞
最

優
秀
賞
（
1
点
）
3
万
円
、
優

秀
賞
（
3
点
）
各
2
万
円
、
奨

励
賞
（
5
点
）
各
1
万
5
0
0

ワ
ン
バ
ク
王
国

き

㊥

6

6

2

7

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
　
店
　
者
　
募
　
集

口
日
時
1
0
月
1
7
日
㈲
午
前
9
時

～
午
後
5
時
※
雨
天
中
止
（
搬

入
は
午
前
8
時
3
0
分
～
）
　
募

集
数
3
4
区
画
（
多
数
は
抽
せ
ん
）

※
1
区
画
1
‥
5
×
3
・
5
m

出
店
料
1
区
画
2
0
0
0
円
（
出

店
者
と
し
て
大
人
2
人
ま
で
入

場
無
料
）
　
申
込
み
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
（
午
前
9
時
～
午

後
5
時
に
連
絡
で
き
る
番
号
）
、

希
望
区
画
数
、
販
売
商
品
（
食
品
、

危
険
物
を
除
く
）
を
書
い
て
、
9

月
2
5
日
輿
消
印
有
効
）
ま
で
に

6
2
円
切
手
を
同
封
の
上
、
ウ
ン

バ
ク
王
国
（
〒
綱
豊
富
町
6
）
へ

薗
両
施
設
の
休
園
日
　
毎
週
㈲
、

9
月
1
6
日
㈱
、
2
4
冒
㈲

街頭キャンペーン09月17日㈲午前11時～正午に＞JR船橋駅北口おま

つり広場　09月26日（日）午後2時～3時30分⊂＞北習志野駅前通リ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
舘

含

⑳

7

7

2

2

※

㈲

㈱

休

夢
を
の
せ
て
～
ビ
ク
ト

リ
ア
号
の
大
冒
険
～

ロ
投
影
日
時
○
出
る
午
後
2
時
～

○
㈲
8
①
午
前
1
0
時
～
②
午
後
2

時
～
※
約
6
0
分
。
時
間
に
遅
れ
る

と
入
館
で
き
ま
せ
ん
　
料
金
4
歳

～
中
学
生
2
0
0
円
、
大
人
4
1

0
円
※
小
銭
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

※
㈹
～
出
は
団
体
（
2
0
人
以
上
）
の

予
約
投
影
も
受
け
付
け
ま
す
（
出

は
午
前
の
み
）
　
問
合
せ
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
館
へ

1
0
月
の
星
を
見
る
会

0
白
時
1
0
月
2
日
出
午
後
6
時
～

8
時
　
会
場
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

内
容
望
遠
鏡
に
よ
る
惑
星
や
星
雲
・

星
団
の
観
望
※
悪
天
候
時
は
室
内

で
星
座
解
説
　
対
象
小
学
生
以
上

※
幼
児
の
同
伴
は
不
可
　
定
員
1

0
0
人
　
（
要
予
約
）
　
申
込
み
直

接
又
は
電
話
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

館
へ天

　

文

　

教

　

室

（
望
遠
鏡
操
作
講
習
）

0

日

時

1

0

月

1

6

日

、

2

3

日

、

1

1

月

6
日
各
地
午
後
6
時
～
8
時
　
会

場
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
　
内
容
天

体
望
遠
鏡
の
基
本
操
作
と
観
望
実

習
※
曇
天
時
は
講
義
、
予
備
日

な
し
　
対
象
望
遠
鏡
を
持
参
で
き

る
人
　
定
員
先
着
1
0
組
（
1
租
3

人
以
内
）
　
申
込
み
直
接
又
は
電

話
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
へ

第
2
回
親
子
科
学
教
室

「
不
思
議
な
科
学
実
験
」

0
日
時
1
0
月
9
日
出
午
前
1
0
時
～

1
1
時
3
0
分
　
会
場
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
　
定
員
小
学
4
年
生
以
上
の

親
子
1
0
組
　
申
込
み
直
接
又
は
電

話
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
へ

船
橋
市
児
童
生
徒

科
学
論
文
・
工
夫
作
品
展

0
日
時
9
月
2
5
日
出
～
2
7
日
㈲
午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時
（
2
5
日

は
午
後
1
時
～
）
　
会
場
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
　
間
合
せ
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
館
へ
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▼

秋の夕べ
街かどに音楽を・・

ストリート

コンサート

市
内
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
団
体

の
メ
ン
バ
1
で
作
ら
れ
た
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
バ
ン
ド
が
、
ジ
ャ

ズ
が
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
を
演
奏

し
ま
す
。

0
8
時
1
0
月
2
日
田
年
後
4
時

3
0
分
～
　
会
場
J
R
船
橋
駅
北

口
お
ま
つ
り
広
場
※
雨
天
時
は

駅
コ
ン
コ
ー
ス
広
場
　
問
合
せ

文
化
課
き
⑳
2
8
9
4
へ

第
1
6
回
船
橋
市
い
け
ば
な
展

□
会
期
9
月
2
8
日
の
～
1
0
月
3

日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
（
9

月
3
0
日
㈱
は
午
後
3
時
ま
で
、

1
0
月
3
日
㈲
は
午
後
5
時
ま
で
）

会
場
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
入
場

料
1
0
0
円
　
問
合
せ
文
化
課

き
⑯
2
8
9
4
、
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
き
⑳
2
1
1
1
へ

第
3
6
回
船
橋
市
民
謡

民
舞
秋
季
大
会

0
日
時
1
0
月
3
日
㈲
午
前
1
0
時

3
0
分
～
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
問

合
せ
文
化
課
き
⑮
2
8
9
4
へ

呈

市
下
水
道
部
主
催
の
「
下
水

道
展
」
が
昨
日
ま
で
市
役
所
で

開
か
れ
、
小
学
生
の
見
学
会
も

行
わ
れ
る
な
ど
、
な
か
な
か
の

盛
況
で
し
た
。
下
水
道
は
、
文

化
都
市
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
急
速
に
都
市
化

が
進
ん
だ
船
橋
で
は
、
首
都
東

京
や
、
〝
太
閤
下
水
″
　
以
来

の
歴
史
を
持
つ
大
阪
な
ど
と

異
な
り
、
そ
の
整
備
が
立
ち
遅

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
今
年

度
も
2
0
0
億
円
を
超
す
大

型
予
算
を
投
じ
て
い
ま
す
が
、

下
水
道
は
日
常
私
た
ち
の
目
に

触
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
そ

の
存
在
を
実
感
す
る
機
会
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

展
示
で
は
、
職
員
が
撮
影
し
た

写
真
パ
ネ
ル
等
を
通
じ
て
下
水

道
の
し
く
み
や
市
の
計
画
が
紹

介
さ
れ
た
ほ
か
、
現
在
西
船
地

区
で
実
際
に
埋
設
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
直
径
4
㍍
の
下
水

管
が
市
役
所
の
玄
関
前
に
置
か

れ
、
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
実
施
さ
れ
た
こ

の
催
し
は
、
下
水
道
事
業
の
広

報
に
今
ま
で
以
上
に
大
き
な
効

果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
市
の
様
々
な
事
業

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

〝
市
職
員
は
一
人
ひ
と
り
が
広

報
マ
ン
〟
と
い
う
姿
勢
で
、
各

担
当
業
務
の
P
R
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

9 月2 1日的吟3 0 日㈱ ゆすりあい
秋の全回交通安全運動 だれでもでき3 心がけ


